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（単位：千円）

第１章　八雲の自然と調和する安心・安全な都市基盤整備

１　土地利用の推進

１　行政施設の整備

① 行政施設の整備

役場新庁舎整備事業 1～4 総 1,714
建設地別概算工事費算出・町民アンケート・
町民懇談会実施

役場本庁舎トイレ洋式化改修事業 30 総

役場本庁舎エレベーター改修事業 30 総

町有建物解体事業 3～4 地

熊石職員住宅解体事業 2、4 地

２　地籍調査の推進

① 地籍調査事業の推進

地籍調査事業 全期 総 36,127
測量調査：上の湯、わらび野の各一部　8.89
㎢
境界埋設：上の湯の一部　1,000本

３　町有地等の処分の推進

①　不用な町有地等の処分の推進

４　コンパクトなまちづくりの推進

①　安全で住みやすいコンパクトシティ―の推進

立地適正化計画策定事業 30～1 建 648 ＧＩＳデータ更新

都市計画マスタープラン変更検討事業 3～4 建

都市計画区域変更調査事業 30～1 建 1,936
北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺地区の
都市計画区域編入に係る調査

都市計画図作成業務事業 2～3 建

２　自然環境の保全

１　地球温暖化対策の推進

①　地球温暖化防止に向けた啓発の推進

②　地球温暖化防止実行計画の推進

LED街路灯整備事業 30 政

２　森林及び河川環境の整備・保全

① 豊かな自然環境の保全

②　環境緑化思想の普及

３　野生鳥獣の保護と管理

①　鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化

有害駆除対策事業 全期 農 4,295 エゾシカ132頭、ヒグマ22頭

有害大型獣解体処理施設整備事業 1 農 16,488 大型獣解体処理施設1棟整備

有害鳥獣駆除事業 全期 産 977 捕獲実績 ｴｿﾞｼｶ19頭･ﾋｸﾞﾏ5頭

② 危機管理体制の維持

③　有害鳥獣捕獲従事者等の担い手の育成

狩猟免許等取得費補助金 全期 農 1,258 新規狩猟者4名に補助

３　市街地及び集落の環境整備

１　都市計画道路の整備

① 都市計画道路整備

３・４・２出雲通都市計画道路整備事業 1～3 建 2,700
雨水排水防火用配水施設現況調査
L=1,975m

３・４・４富士見通都市計画道路整備事業 建

３・４・７本町大通排水路整備事業 2 建

２　公営住宅の整備

①　町営住宅の建替

町営住宅建替事業 30～2 建 273,286

出雲町Ｃ団地新築　３棟10戸
出雲町Ｃ団地解体　８棟28戸
野田生団地解体　   １棟４戸
移転補償　　　　　　　14戸

町営住宅建替事業 4 地

②　町営住宅外壁等の改修

町営住宅外壁等改修事業 30、3～4 地

③ 長寿命化計画の見直し
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八雲町公営住宅等長寿命化計画策定業務（見直し） 1 建 6,842 計画策定期間：Ｒ３～Ｒ12

３　空家等対策の推進

①　空家等の実態調査及び所有者意識の醸成

②　
改修による空家等の再生支援、需要と供給のマッチ
ングの促進

空家等対策支援補助金制度事業（再生支援） 全期 建 3,766 1戸

③　特定空家等の解体支援及び跡地の活用促進

空家等対策支援補助金制度事業（解体支援） 全期 建 300 1戸

４　質の高い住環境の整備促進

① 住環境の整備の促進

アイヌ住宅整備資金貸付事業 全期 住 0 貸付申請無し

５　基地の充実及び基地周辺の環境整備

① 各種制度の充実、新たな部隊配備等の要望活動

八雲分屯基地創立50周年記念事業助成金 総

４　道路網の整備

１　国道及び道道の整備促進

① 整備促進に向けた要望活動の推進

２　スマートＩＣ整備の検討

① スマートＩＣ整備の検討

３　町道の整備及び維持改修

① 町道の計画的な改良整備

大新線改良舗装事業 30 建

東雲幹線道路改良事業 30 建

内浦大新線道路改良舗装事業 3～4 建

道路改良事業 全期 建 112,142
栄町2号線外3路線
道路改良舗装 L=921m

② 町道の維持改修による安全確保

道路台帳図修正整備委託事業 全期 建 695 道路整備による台帳修正

道路維持改修事業 全期 建 46,332
末広三杉幹線外1路線
道路改修　L=398m

③ 橋梁等の計画的な修繕による安全確保

道路橋長寿命化修繕事業 全期 建 108,227
設計 N=2橋　修繕 N=3橋　点検 N=17橋
計画見直し 1式

４　道路管理機能の強化

① 道路維持車両の更新

自動車購入事業 3 建

自動車購入事業 2 地

② 町道維持管理の推進

５　除雪対策の充実

① 除雪機械の更新

除雪機械整備事業 30～3 建 44,761 ロータリー除雪車　１台

② 除排雪体制の充実

５　交通体系の整備

１　北海道新幹線の整備促進

① 北海道新幹線早期完成の推進

北海道新幹線建設促進八雲期成会負担金 全期 新 190 建設促進要望活動等

新幹線駅設置自治体地元負担金 全期 新 740 用地取得に伴う土地・建物調査等

② 円滑な事業推進のための環境整備への協力

２　新八雲（仮称）駅周辺整備の推進

① 新八雲（仮称）駅周辺整備基本計画の策定

北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備基本計画
策定事業

30 新

② 新八雲（仮称）駅周辺整備の推進

３　並行在来線対策の推進

① 公共交通を確保する施策の検討

並行在来線将来需要・収支予測調査事業 2 新

４　公共交通の確保

① 現路線バスの維持及び新たな交通手段の研究

地域公共交通網形成計画策定事業 1 政 5,630
アンケート実施、意見交換会4回開催、計画
策定、計画書印刷
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②
国・北海道及び沿線自治体と連携した路線バス維持
への支援

６　上・下水道の整備

１　良質な水の供給

① 水源域の環境保全による良質な水の確保

水道施設整備事業（井戸浚渫）　市街地 4 環

水道施設整備事業（取水施設更新）　落部地区 30～1 環 47,960 導水施設新設及び電気計装設備更新

２　水道供給施設の整備

① 市街化に対応した給水体制の整備

配水管整備事業（新設）　市街地 全期 環

② 老朽化に伴う施設、設備の改修、更新

配水管整備事業（更新）　市街地 全期 環 13,558 配水管布設替　Ｌ＝449.9ｍ

配水管整備事業（更新）　落部地区 全期 環 16,643 配水管布設替　Ｌ＝487.8ｍ

配水管整備事業（更新）　野田生地区 2 環

配水管整備事業（緊急時対応）　落部地区 全期 環

水道施設整備事業（管洗浄）　市街地 全期 環 8,856 マンホール設置４ヵ所・配水管布設Ｌ＝32ｍ

水道施設整備事業（外構整備）　市街地 30～2 環 639 大新３号ポンプ場等侵入防止策等設置

水道施設整備事業（施設補修）　市街地 2～4 環

水道施設整備事業（施設補修）　落部地区 30～3 環 1,755
入沢ポンプ場防水塗装改修　屋上：47.0㎡
外部70.7㎡　内部22.2㎡

水道施設整備事業（施設補修）　野田生地区 30～3 環 10,988
野田生浄水場　外部防水塗装改修：492.3㎡
屋根改修：332.0㎡

水道施設整備事業（場内弁類更新）　野田生地区 30、3 環

水道施設整備事業（場内弁類更新）　落部地区 3 環

水道施設整備事業（除湿乾燥機更新）　落部地区 1 環 840 大型据置式一台更新

水道施設整備事業（除湿乾燥機更新）　野田生地区 1 環 1,010 大型据置式一台・小型可搬式一台更新

水道施設整備事業（電気計装更新）　市街地 3～4 環

水道施設整備事業（電気計装更新）　落部地区 2～4 環

水道施設整備事業（電気計装更新）　野田生地区 2～3 環

水道施設整備事業（電気計装更新）　黒岩地区 環

配水管布設替事業（老朽管更新） 30～2 地 23,100 鮎川地区、鳴神地区

増圧ポンプ取替修理事業 30～1 地 0 事業無し

ろ過地・配水池防水事業 2～4 地

紫外線殺菌処理施設整備事業 1 地 73,611 相沼泊川浄水場

水道施設整備事業（浄水場屋上防水層改修）　大新地区 30 環

浄水場機械器具更新事業 1 地 6,084 相沼泊川浄水場

計装設備整備事業 30 地

③ 管路図のシステム化

水道施設整備事業（管路台帳OA化）　市街地 全期 環 1,458 ＧＩＳ用管路測量・システムデータ構築

水道施設整備事業（管路台帳OA化）　落部地区 全期 環 369 ＧＩＳ用管路測量・システムデータ構築

水道施設整備事業（管路台帳OA化）　黒岩地区 2 環

３　未給水地域の解消

① 未給水地域における適正な水道施設の導入

４　下水道事業の促進

① 計画的な施設整備・更新の推進

公共下水道整備事業 全期 環 81,540

管渠整備（緊急整備）汚水桝設置5箇所、
処理場水処理機械設備更新（長寿命化事
業）、ストックマネジマント計画策定､舗装補
修工事

熊石地区特定環境保全公共下水道整備事業 全期 環 22,817
管渠整備L=64ｍ、マンホール設置2箇所､汚
水桝設置3箇所
管渠整備（緊急整備）汚水桝設置1箇所

農業集落排水施設整備事業 全期 環 951 舗装補修工事

② 良好で効率的な維持管理の推進

③ 真萩ポンプ場長寿命化の取組

真萩ポンプ場再構築基本計画事業（長寿命化） 30、2～4 建

真萩ポンプ場再構築基本計画事業（修繕事業） 全期 建 1,048 NO1.2原動機空気槽始動弁及び充気弁交換

５　水洗化の普及促進

① 啓発活動の推進

② 水洗化への支援

６　合併処理浄化槽の普及促進
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（単位：千円）

令和元年度実施内容事業期間
Ｒ元年度
事業費

第２期八雲町総合計画実施計画　令和元年度事業費・実施内容

担当
部局

章
分
野

主
要

施
策

事務事業名

① 合併処理浄化槽の普及促進

浄化槽設置整備助成事業 全期 環 4,315 5人槽×3基､7人槽×1基､14人槽×1基

７　効率的な事業運営の推進

① 管理システム等の更新

公共下水道公営企業会計適用事業 2～4 環

特定環境保全公共下水道公営企業会計適用事業 2～4 環

農業集落排水公営企業会計適用事業 2～4 環

７　ごみ処理等の環境整備

１　ごみ収集体制の強化

① 収集体制の充実

② ごみ分別の推進

２　ごみ処理施設の整備

① 新最終処分場の整備

新最終処分場整備事業 環

リサイクルセンター修繕事業 全期 環 2,873 缶類圧縮成形機修繕

３　３Ｒの推進

① ごみ処理・３Ｒの推進

ごみ減量化・資源化推進事業
（生ごみ処理機・資源ごみ回収助成）

全期 環 1,622
生ごみ処理機１台、資源ごみ回収助成20団
体

４　し尿処理施設の管理

① 一部事務組合によるし尿処理施設の適切な管理運営

山越郡衛生処理組合負担金（基金積立金） 30～1 環 35,000 基金積立金

② ＭＩＣＳ事業の推進

汚水処理施設共同整備事業 30～1 環 477,313
MICS施設整備（土木建築、機械設備、電気
設備）

５　火葬場施設の管理

① 八雲・熊石斎場の設備の改修

八雲斎場修繕事業 全期 環 746 火葬炉主燃焼炉バーナー点火トランス取替

熊石斎場火葬炉整備事業 30～3 住サ 777 熱電対交換・渦流火導孔レンガ交換

６　公衆浴場の確保

① 公衆浴場の確保

公衆浴場確保対策事業 2～4 環

８　緑化・環境美化の推進

１　環境美化の推進

① 各町内会等による環境美化や清掃活動の促進

２　公園や緑地の整備

① 都市公園等の良好な管理の推進

噴火湾パノラマパーク運営事業 30～3 公 38,054 パノラマパーク指定管理業務受託

都市公園管理業務委託事業 全期 公 36,342 公園委託管理

都市公園等遊具修繕・更新事業 30～4 公 57 相生・かつら公園木伐採用高所作業車借上

都市公園等芝管理機械更新事業 30～4 公 2,697 遊楽部公園パークゴルフ場芝刈機更新

都市公園機能維持保守事業 30 公

都市公園等トイレ改修・改築事業 30 公

あかしや保育園跡地公園整備事業 30 公

立岩公園改修事業 2 公

３　協働による緑化の推進

① 地域住民との協働による公園管理と緑化の整備

② 町花ひまわりの普及促進

９　防犯・交通安全の推進

１　消費者教育及び消費生活相談の充実

① 消費者教育の実施

消費者行政推進事業 30 政

② 広報を活用した啓発の推進

③ 消費生活相談の充実

消費生活相談事業 全期 政 307

消費者行政の取組として、渡島管内の市町
を対象とした広域相談窓口を函館市消費生
活センターに設置し、相談体制の充実を
図っている。

２　地域防犯運動の推進
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（単位：千円）

令和元年度実施内容事業期間
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事業費

第２期八雲町総合計画実施計画　令和元年度事業費・実施内容
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野

主
要

施
策

事務事業名

① 防犯対策の推進

② 防犯運動団体の育成と強化

③ 防犯街路灯管理団体への支援

３　交通安全施設の充実

① カーブミラーや道路標識等の交通安全施設の整備 前期 総 1,427
ミラーポール5本、根止め5個、取付金具2
箇、赤橙修理2か所、道路区画線設置工事

４　交通安全団体への活動支援

① 交通安全団体等との連携強化

② 町民総ぐるみ交通安全運動の推進

１０　消防・救急体制の充実

１　消防力の強化

① 消防庁舎や格納所の整備

消防庁舎整備改修事業 1～2 消 18,050 ドクターヘリ離発着場土地購入

② 消防車両等の整備

消防車両等整備事業 全期 消 65,518
八雲水槽車、
熊石関内小型動力ポンプ付積載車　購入

③消防通信施設、設備の整備

消防通信施設・設備整備事業 30、2～4 消

④ 消防水利の整備

消防水利整備事業 全期 消 22,539
消火栓新設２基、消火栓移設１基
耐震性貯水槽整備２基

⑤安全装備品の整備

消防職員用被服更新事業 30～4 消 1,629 雨衣兼用ジャンパー　５２着　購入

消防職員安全装備品整備事業
30、1、3、

4
消 842 編上靴脱着スパイク付　５２足　購入

消防団員用被服更新事業 1～2 消 5,578 活動服　２５０着　購入

消防団員安全装備品整備事業 30～2 消 2,171 防火衣、防火帽、消防長靴　30組購入

⑥ 消防団員の確保、充実

消防団員健康診断事業 全期 消 864 八雲、熊石消防団　２５名実施

２　救急・救助の強化、充実

① 高規格救急車の整備

高規格救急車等整備事業 1、4 消 32,987 熊石救急１号車　購入

② 救急・救助資機材の整備

救急・救助資機材整備事業 30～4 消 15,391
自動心臓マッサージシステム（３台）　購入
大型油圧救助器具一式　購入
空気ボンベ（５本）　購入

③ 救急救命士の再教育

３　町民参画による火災予防等の推進

① 消防防災訓練の実施と町民防火意識の高揚

② 住宅防火対策の強化

防火対策事業 2 消

③ 普通救命講習の開催

④ 関係団体との連携による火災予防運動の推進

１１　防災体制の強化

１　河川や排水路の整備及び維持管理

① 防災上、必要とされる河川や排水路施設の整備

ハシノスベツ川護岸整備事業 1～3 建 16,555 護岸整備 L=65m

本町下水路改修事業 3～4 建

② 河川や排水路施設の適切な維持管理

２　治山事業の推進

① 治山事業の計画的な推進

治山事業 全期 農 791 浜松地内　下刈　6.31ha

治山施設維持補修事業 全期 産 269 治山施設維持管理施設数4か所

② 相沼地区地すべり防止区域維持管理

相沼地区地すべり防止区域維持管理事業 全期 産 244 維持管理業務農林車燃料費･コピー代

③ 山地災害の予防

３　海岸施設の整備

① 護岸等施設の整備促進

４　地域防災体制の整備

① 地域防災計画等の整備と町民への周知徹底
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（単位：千円）

令和元年度実施内容事業期間
Ｒ元年度
事業費

第２期八雲町総合計画実施計画　令和元年度事業費・実施内容

担当
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野

主
要

施
策

事務事業名

熊石地域総合ハザードマップ作成事業 1 地 880 総合ハザードマップ1,500部

② 災害備蓄品の配備と各種災害協定の締結推進

災害備蓄品整備事業 全期 総 2,193 石油ストーブ、LED投光器他

防災備蓄庫整備事業 30 落

③ 防災行政無線の整備と活用

全国瞬時警報システム整備事業（八雲地域） 30 総

全国瞬時警報システム整備事業（熊石地域） 30 地

北海道総合行政情報ネットワーク更新事業 2 総

５　地域の防災力の強化

① 高齢者や障がい者等避難行動要支援者対策の充実

② 避難所・避難路の整備

第２章　八雲の豊かな資源を活用した産業振興

１　農林業の振興

１　農業・農村を支える多様な担い手の育成・確保

① 経営体質の強化

② 農業法人の育成

③ 農作業受託組織等の育成・確保

酪農ヘルパー事業 全期 農 3,000
デーリィハッピーワーク利用組合補助金交
付

④ 新規就農による移住・定住の推進

新規就農支援資金貸付事業 全期 農 10,000 新規就農者　2人

農業次世代人材投資事業（旧青年就農給付金事
業）

30～4 農 7,500 経営開始型　6組

農業研修者家賃助成事業 1～2 農 305 助成対象者　3人

研修牧場施設整備事業 1～3 農 64,417 調査設計費補助金交付、出資金

⑤ 認定農業者への誘導促進

⑥ 各種研修会の開催

２　農業基盤の整備

① 農業振興地域整備計画の見直し

② 利用集積の推進

農地集積協力金事業 全期 農 1,000 農地集積協力金　2件

③ 町営育成牧場の機能充実

育成牧場整備事業 1 農 24,970 牛舎解体、備品購入等

岡山県有地購入事業 2 農

④ 酪農地帯における草地整備の推進

⑤ 経営体の育成支援

中山間地域総合整備事業 30～3 農 98,949 用排水路、営農飲雑用水整備

道営草地畜産基盤整備事業（公共牧場型）八雲第１
地区（育成牧場分）

30、1、4 農 838 測量設計等

道営草地畜産基盤整備事業（公共牧場型）八雲第１
地区（一般農家分）

1～4 農 3,637 測量設計等

農地耕作条件改善事業（東野、落部） 30～1 農 15,279 排水路整備

⑥ 新幹線駅周辺整備計画の推進

３　クリーン農業の推進

① 家畜ふん尿適正処理の推進

② バイオガス発電等による家畜ふん尿の利活用

バイオマス産業都市構想策定事業 1 農 3,413 構想策定業務委託料等

③ 農業用廃プラスチック処理適正システムの確立

④ 農村景観の保全

多面的機能支払交付金事業 全期 農 19,288 農村環境保全活動等交付金（5団体）

中山間地域等直接支払事業 全期 農 9,129
中山間地域集落農用地等維持管理費交付
金（2地区）

⑤ 有機農業の推進と減農薬への取組の強化

４　流通対策、産地・ブランド対策の推進

① 高品質な農畜産物生産の推進

畜産振興事業（北里八雲牛生産拡大支援事業） 30～1 農 345 分娩から哺乳期までの飼養経費を助成

「（仮称）八雲食肉センター」設立事業 2 農

② もち米のブランド化の推進

③ 種子馬鈴薯・家畜防疫体制の強化

④ 研究グループへの支援
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事業費
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５　地産地消の推進

① 農業や農畜産物とふれあう機会の確保

② 地元農畜産品の販売促進への支援

③ 食育活動を通じた農業・農村の理解促進

６　森林の整備

① 計画的な森林管理

町有林一般造林事業 全期 農 32,986
植栽13.61ha、下刈71.66ha、保育間伐
44.42ha

町有林森林保護事業 全期 農 2,075
殺鼠剤空中散布187.04ha、殺鼠剤地上散布
15.53ha、油虫駆除73,080本

町有林自力造林事業 全期 農 3,540 下刈6.29ha、保育間伐17.64ha

町有林水源林造林事業 全期 農 315 下刈2.44ha

町有林森林認証取得事業 全期 農 462 認証維持森林面積4,991ha

町有林過年度災害復旧事業 1～2 農 11,272 植栽10.75ha

受託災害復旧事業 30 農

森林GIS森林管理システム機能追加事業 30 農

７　林業の振興

① 造林事業の拡充による活性化の推進

② 民有林の整備促進

未来につなぐ森づくり推進事業 全期 農 22,262 植栽95.10ha

民有林造林推進事業 30～2 農 2,252 下刈450.33ha

森林経営管理事業 1～4 農 3,938
森林経営管理意向調査265件、林業振興ビ
ジョン策定業務、森林整備普及活動（札幌、
東京）

８　農道の整備と機能の保全

① 農道の維持補修

農道等維持補修事業 全期 農 569 排水路法面等修繕

② 農道の計画的な改良

基幹農道整備事業(農道保全) 30～1 農 11,355
農道等補修・修繕工事 L=474m（町道広域
営農線、町道大新春日線）

９　林道の計画的な整備及び点検並びに維持補修

① 林道の維持補修・整備促進

林道維持補修事業 全期 農 1,154 林道草刈、路面整備等

林道維持補修事業 全期 産 536
西浜林道･林道栄豊線･支線計3路線維持管
理

② 新規林道の開設

森林管理道常丹線開設事業(道営事業負担金） 30～2 農 17,490 林道開設720m

③ 作業道の開設と改良

２　水産業の振興

１　漁業生産基盤の整備

① 漁港の整備

黒岩漁港水産基盤整備事業 30 水

② 漁場・藻場の造成

コンブ礁造成事業 1～4 水 722
北海道が事業主体となり実施するコンブ礁
造成事業に係る負担金

③ 熊石地域マリンビジョン計画の推進

熊石地域マリンビジョン計画推進事業 30～3 産 96 熊石地域マリンビジョン計画どおり実施。

２　栽培・増養殖漁業等の振興と海洋資源との調和

① 経営基盤の安定・強化

ホタテ貝養殖漁業経営安定対策事業 全期 水 60,000 経営資金の預託金

水産多面的機能発揮対策事業負担金 30～2 水 134
水産資源の保護、培養に重要な藻場の保
全活動への負担金

水産多面的機能発揮対策事業負担金 30～2 産 234
水産資源の保護・培養に重要な藻場の保全
活動を実施。

ホタテ養殖施設減災対策事業 30～2 水 5,000
漁協が実施するホタテ貝養殖施設の強靭
化、減災対策事業に対する補助金

さけます養殖施設整備事業 1 水 994
さけます養殖施設建設予定地地下水資源
可能性調査業務委託

② 新たな有望魚種の研究・定着

沿岸漁業経営改善調査研究事業 全期 水 4,567
漁協が実施する資源調査・経営改善調査に
対する補助金

噴火湾渡島海域漁業振興対策協議会負担金 全期 水 1,550
マツカワ等水産種苗の育成及び放流、沿岸
漁場の資源保護対策に対する負担金

なまこ資源増大事業 30～1 産 466 なまこ生産放流　　3/25  82,656尾放流。
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日本海ニシン栽培漁業定着事業 30～4 産 1,300
ニシン種苗を100万尾放流(檜山5町＋八雲
町)

秋さけ資源増大対策事業 30～4 産 1,200
秋さけ資源増大対策事業(運営費)へ補助金
(檜山4町＋八雲町)

ウニ深浅移植事業 30～2 産 165
キタムセサキウニの深浅移殖、11,000個移
植

漁業協同組合経営安定対策補助金 30～4 産 685 さけ・ます増殖対策。(檜山5町+八雲町)

檜山なまこ栽培漁業定着事業（広域事業） 30～4 産 5,000 なまこ種苗放流。6/12　166,700尾放流。

熊石水産試験研究推進事業 全期 産 4,907
北大水産学部と魚類・ウニ・海藻等の共同
試験を実施。

熊石地域ホタテ養殖試験事業 30～1 産 39
熊石で育成したホタテ稚貝を成貝まで育成
及び森町産カキの成長度の試験を実施。

サーモン養殖試験事業 1～3 水 6,426
トラウトサーモンの養殖試験に対する補助
金

サーモン養殖試験事業 1～3 産 4,171
トラウトサーモンの海中養殖試験を実施。
12/14　約800gの種苗を800尾生簀へ放流。

サーモン養殖事業 2～3 産

③ 漁業環境等の安全対策の推進

水難救難事業補助金 全期 水 795
災害共済掛金及び救難所員の検診経費に
係る補助金

水難救難事業補助金 全期 産 16 災害共済掛金＠500×31名(熊)

④ 内水面環境の整備

⑤ 担い手、後継者の育成

３　流通加工施設等の整備・充実

① 流通加工施設等の整備

② 海洋深層水利活用の推進

海洋深層水養殖試験事業 30～1 産 4,507
殺菌海水と深層水の滅菌効果の比較を実
施。

③
水産業を基盤とした経済ネットワークの強化と地産
地消の推進

４　海洋深層水取水施設維持管理

① 海洋深層水施設維持管理

海洋深層水取水施設維持補修事業 3～4 産

海洋深層水管理用車両更新事業 3 産

３　商工業の振興

１　地域経済の活性化

① （仮）産業振興条例の創設

② 地域資源のブランド化による付加価値の向上

③ 地元産品の域内消費の促進

他 消費喚起プレミアム商品券発行事業 1～3 商 33,364
・事業主体：八雲商工会
・補助対象：プレミアム額（率15％）、事務費

２　産業を支える基盤づくり

① 商工会機能の強化

はぴあ八雲運営費補助金 全期 商 8,769 はぴあ八雲の管理運営に係る経費補助

②
関係団体と連携する地域課題解決のためのシステ
ムづくり

③ 事業承継及び創業支援の推進

中小企業育成資金貸付金 全期 商 163,000

・八雲町中小企業育成資金融資規則による
預託（八雲商工会155,000千円、商工中金
8,000千円）
・新規融資　9件　43,000千円
・融資残高　17件　52,001千円

３　海洋深層水の利活用

① 関係団体との連携による調査研究の促進

② ＰＲ活動等による利活用の促進

４　観光の振興

１　観光・物産振興体制の強化

① サテライト機能の構築

八雲観光物産協会補助金 全期 商 1,040

・小牧市民まつりへの出展（物産品販売Ｐ
Ｒ）
・八雲町観光パンフレット周知ステッカーの
作成、配布
・町内外における二海キャンペーン（ご当地
グルメ）のＰＲ活動
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野

主
要
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八雲町情報交流物産館指定管理委託事業
（「持続可能な成長を目指した観光振興事業」から名
称変更）

全期 商 1,070
情報交流物産館「丘の駅」指定管理業務委
託

② 観光・物産コーディネーター機能の強化

③ 消費やニーズと観光客の動向把握（基礎調査）

④ 観光イベントの推進

八雲山車行列開催事業 全期 社 2,450
7/5・6実施、山車：27台、参加者：2500人、
集客：32000

八雲さむいべや祭り開催事業 全期 社 1,270 2/8・9実施、集客：7388人

あわびの里フェスティバル推進事業 全期 産 2,500 第25回目、5/19 開催。3万人来場。

２　地域資源を活用した商品開発の促進

① 食（物産）を活用した観光商品の開発

② 外国人旅行者の誘客による消費拡大

③ 海外マーケットへの販路拡大

３　地域資源の保全と衛生管理の徹底

① 観光資源の整備保全

鉛川観光施設温泉水中ポンプ点検業務委託事業 30～2 商 3,456 3号井ポンプ分解点検

鉛川観光施設浄水設備保守点検業務委託事業 30～2 商 425
・ろ過機の洗浄　　　　２回
・膜ろ過設備の洗浄　１回

鉛川レクリエーションセンター浄水施設修繕事業 30 商

わんぱくの森維持管理事業 全期 産 1,157
遊歩道、園内清掃及び保育、冬囲い等実
施。

あわびの湯温泉施設取替修理事業 全期 産 996
揚湯ポンプ、循環ポンプ等取替。排水整備
一式。

ひらたない温泉あわびの湯指定管理業務委託事業 全期 産 2,800
前年対比300千円増。（株）温泉ホテル八雲
遊楽亭と委託契約締結。

青少年旅行村維持補修事業 30～2 産 2,463
ちゃぷちゃぷ公園コンビネーション遊具、青
少年旅行村遊具等修繕。

あわびの湯駐車場除雪業務委託料 1～4 産 800
シーズン契約を（株）温泉ホテル八雲遊楽亭
と締結。

鮎川公衆トイレ解体事業 4 産

② 衛生管理の徹底・製造技術の向上

４　情報発信力の充実

① 観光・物産プロモーションの充実

町内プロモーション事業 2、3 商

② 情報発信媒体の充実

５　都市との交流の推進

① 農作業体験の推進

５　雇用の創出と雇用環境の向上

１　企業誘致体制の再構築

① 町外企業の立地促進に資する取組の検討

②
企業のノウハウの誘致など、新たな視点を持った企
業誘致の促進

企業誘致促進事業 全期 商 350
八雲町設備投資促進奨励金制度
・周知回数　2回
・認定件数　2件

③ 町外企業の立地に係る地域貢献の推進

④
町内企業との共同による事業展開を目指す企業等
の受入の推進

２　雇用機会の確保と雇用対策の強化

① 季節労働者援護事業の推進

② 緊急就労対策事業の推進

緊急就労対策事業 全期 商 12,588

【八雲分】
・町有施設内部塗装　雇用実人員7人（延59
人）
・町有林学校林枝打ち　雇用実人員28人
（延720人）
・町有施設ワックス塗布　雇用実人員20人
（延231人）

緊急就労対策事業 全期 産 3,410
熊石雲石町の町有林及び青少年旅行村内
等実施。

③ 季節労働者通年雇用促進支援協議会の推進

④
地域産業の育成・雇用機会の確保等に資する新規
事業への支援の検討

産業人材確保・育成事業 30～1 商 1,720

・産業人材確保育成事業の総括及び今後
の事業展開整理
・「ら・ふも」を活用した実証実験（各種イベン
トの開催151回、約1,500人参加）

9



（単位：千円）

令和元年度実施内容事業期間
Ｒ元年度
事業費

第２期八雲町総合計画実施計画　令和元年度事業費・実施内容

担当
部局

章
分
野

主
要

施
策

事務事業名

奨学金償還支援事業 2～4 商

３　勤労者福祉対策の充実

① 労働振興貸付事業の推進

他 勤労者センター舗装整備事業 2、4 商

６　再生可能エネルギーを活用した産業の振興

①
町外企業の再生可能エネルギー導入に係るルール
の設定

再生可能エネルギー導入促進事業 全期 商 629

・地熱調査事業実施事業者との調整（関係
者説明会の開催含む）
・大規模太陽光発電立地事業者との調整
・再生可能エネルギー立地に関する町とし
ての考え方の整理、公表

② 地域電力会社の可能性の検討

③ 設備導入資金用町民ファンドの検討

２　再生可能エネルギーを活用したまちづくり

① まちづくりに資する再エネ導入手法の検討

② 町外企業の立地に係る地域貢献の推進

③ 再生可能エネルギー導入に関する支援の検討

３　温泉エネルギーの確保

① 温泉資源の安定確保

平田内、大谷泉源揚湯温泉ポンプ点検修理事業 全期 産 9,482
平田内泉源のみ実施。11号井、13号井、15
号井

平田内泉源送湯管洗浄事業 全期 産 3,402
パイプ技研工業（株）委託契約。11号井他計
8カ所（第一工区実施）

他 上の湯地区既存井現況調査事業 1 商 15,920
・上の湯地区に現存する既存井の周辺泉源
影響調査及び能力調査

第３章　誰もがいきいき暮らせる健康・医療・福祉の推進

１　健康づくりの促進

１　健康管理体制の充実

① 成人・高齢者の健康管理体制の充実

高齢者等インフルエンザ予防接種助成事業 全期 保 3,665 接種者数　1,979人

高齢者等インフルエンザ予防接種助成事業 全期 住 1,241
国保加入の高齢者（65歳～74歳）に対し接
種費用の一部を助成。

町民ドック事業 全期 保 4,809 受診者数　537人

簡易脳ドック検診事業 全期 保 853 受診者数　98人

簡易脳ドック検診事業 全期 住 532
国保加入の40歳から70歳までの5歳毎の節
目年齢の方に対し、検診費用の一部を助
成。

高齢者等肺炎球菌予防接種助成事業 全期 保 561 接種者数　207人

高齢者等肺炎球菌予防接種助成事業 全期 住 396
国保加入の高齢者（65歳、70歳、74歳）に対
し接種費用の一部を助成。

住民検診事業 全期 保 890 受診者数　451人

健康増進事業 全期 保 12,889 各種がん検診受診者数　3,229人

がん検診推進事業 全期 保 184 受診者数　22人

後期高齢者健康診査事業 全期 保 882 受診者数　127人

風しん追加的対策事業 1～3 保 1,831 接種者数　26人

② 母子健康管理体制の充実

妊婦健康診査事業 全期 保 7,725 実人数　158人、延人数　1,192人

妊婦外来医療費助成事業 全期 保 308 実人数　97人、延人数　245人

③ 生活習慣病予防体制の充実

２　心と体の健康づくりの推進

① 健康づくりの意識啓発

健康増進計画策定事業 1 保 1,166 アンケート実施、計画書印刷

② 健康づくり事業の推進

全町一日健康の集い事業 全期 保 184 参加者数　430人

２　医療体制の充実

１　医療サービスの充実

① 診療体制の確保

医師確保対策事業 全期 総病 9,702 医師確保に係る大学医局訪問他

八雲総合病院要覧作成事業 2、4 総病

② 医療機器、施設等の計画的な整備・更新

１　地域主導型、住民共同型の再生可能エネルギー導入
の推進
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医療機械器具整備事業 全期 総病 41,907 血液凝固自動分析装置　他19件

医療機械器具整備事業 全期 国病 2,819 輸液ポンプ他３件の医療機械整備

施設整備事業 1～3 総病 94,067 院長、副院長住宅整備

冷房整備事業（南棟・中央棟・サービス棟） 30～1 総病 122,623 中央棟他冷房整備

東棟２階トイレ改修事業 1 総病 5,742 和式トイレ2台を多目的トイレに変更

情報系パソコン更新事業 1 総病 6,627 ノートPC36台　他

病院案内看板新規設置事業 30 総病

車両整備事業 30～1 総病 4,519 トヨタヴェルファイア　1台

院内ネットワーク機器更新事業 2～4 総病

情報系システム機器更新事業 2 総病

精神科訪問診療事業 2 総病

国保病院基本構想・基本計画策定事業 1 国病 5,335 建替事業基本構想・基本計画の策定

２　地域医療の充実

① 地域病院や診療所等との連携の強化

医師派遣事業 全期 総病 18,906 近隣病院への医師派遣

無医地区巡回診療事業 全期 総病 12,430 近隣町への巡回診療の実施

道南ドクターヘリ運航事業 全期 保 2,512 利用回数　32回

② 町立歯科診療所の充実

落部歯科診療所整備事業 1～4 保 24 AEDリース　1台

熊石歯科診療所整備事業 全期 住サ 2,688 施設設備の整備

３　病院経営体質の強化

① 経営改善対策の強化

電子カルテシステム等更新事業 全期 総病 1,452 ノートPC3台　他

経営管理システム導入事業 全期 総病 1,308 システム保守

財務会計システム更新事業 2 総病

オーダリングシステム更新事業 国病

② 患者サービスの向上

医療費自動精算器導入事業 全期 総病 142 機器保守

患者輸送バス維持管理事業 全期 住サ 3,844 維持管理

③ 医療系情報システム整備

４　国民健康保険事業の安定化

① 医療費適正化・保険税収納率向上対策の推進

医療費適正化対策事業 全期 住 3,555
レセプト点検を充実させることで医療機関か
らの請求誤りを発見し、医療費の適正化を
図る。

保険税収納率向上対策事業 全期 住 2,495
収納対策の充実（差押の強化：103件、夜
間・休日窓口の実施：計4日間）

② 健康づくり推進事業の促進

健康づくり推進事業 全期 住 1,407
国保の被保険者を対象とし、各種健康教
室、講演等を実施することにより生活習慣
病予防等の啓発を行う。

③ 特定健康診査及び特定健康指導の推進

特定健康診査事業（特定健診・特定保健指導） 全期 住 4,156

40歳以上74歳以下の国保被保険者に対し、
特定健診、特定保健指導を実施。（R1 特定
健診受診率15.3%　特定保健指導実施率
81.8%）

３　地域福祉の促進

１　地域福祉活動の強化

① 社会福祉協議会との連携強化と支援

② 安心ほっとネットの普及促進

２　ボランティア活動の推進

① ボランティア団体の育成支援

４　高齢者福祉の推進

１　介護保険事業の推進

① 介護保険事業の充実

介護保険事業計画・高齢者福祉計画策定事業 2 保

渡島北部介護認定審査会共同設置事業 全期 保 3,406 審査会54回開催

認定調査事業 全期 保 7,914
認定調査（委託）513件、主治医意見書1,066
件

介護予防・日常生活支援総合事業 全期 保 21,735
訪問サービス2,954回
通所サービス2,429回

介護保険サービスに係る利用者負担額軽減制度事業 全期 保 5,855 負担軽減への補助77名分
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訪問介護員活動車整備事業 30 保

介護従事者確保推進事業 2～4 保

介護予防・生活支援サービス事業 全期 保・住サ 2,600 給食サービス2,261回

居宅介護支援事業 全期 保・住サ 6,995 延べサービス提供件数704件

介護予防支援事業 全期 保・住サ 20,151 延べサービス提供件数1,325件

介護予防ケアマネジメント事業 全期 保・住サ 672 延べサービス提供件数635件

総合相談・権利擁護事業 全期 保・住サ 12,213 相談受付件数193件

包括的・継続的ケアマネジメント事業 全期 保・住サ 357 地域ケア会議16回、ケアマネ支援3件

くまいし訪問介護事業所運営補助事業 4 住サ

熊石デイサービスセンター運営事業 全期 住サ 40,350 利用者数　3,332名

熊石デイサービスセンター送迎用福祉車両購入事業 2 住サ

② 在宅介護への支援

訪問介護サービス事業 全期 保 22,532
利用実人員　介護：58人　障害：11人
延利用者数　介護：2,052人　障害：644人

家族介護継続支援事業 全期 保 525 家族慰労金1件、介護用品の支給11件

③ 高齢者施設の整備促進

特別養護老人ホーム厚生園増床整備補助金 30～1 保 28,613
補助額：28,613,404円　R元～R5年まで繰上
償還済

２　在宅福祉サービスの充実安心して暮らせる地域づくり

① 地域で支え合うシステムづくりの推進

生活支援体制整備事業 全期 保・住サ 11,986 協議体9回、意見交換等8回

② 安心・安全な生活のための環境整備

シルバープラザ高圧引込開閉器及び高圧引込ケー
ブル更新事業

保

シルバープラザ駐車場整備事業 保

緊急通報体制等整備事業 全期 保 2,260

新規設置台数：21台（八雲：18台、熊石：3
台）
R元.3.31現在設置台数:108台（八雲：86台、
熊石：22台）

③ 認知症施策の推進

認知症総合支援事業 全期 保 18,813 認知症カフェ15回、認知症支援1名

成年後見制度利用支援事業 全期 保 479 町長申立1件、費用助成3件

④ 介護予防の推進

一般介護予防事業 全期 保・住サ 2,561 介護予防教室178回、通いの場支援17か所

⑤ 高齢者等への生活支援の推進

地域自立生活支援事業 全期 保 3,799 給食サービス2,312回

冬期福祉手当給付事業 全期 保 1,949 支給人数：384人　支給額：1,920千円

福祉タクシー助成事業 全期 保 3,785
交付人数：714人　交付枚数:49,446枚
利用枚数：36,115枚　助成額：3,611,500円

移送サービス事業 全期 保・住サ 3,238
実利用者数　八雲:37人　熊石：53人
延利用者数　八雲：404人　熊石：701人

高齢者等除雪費助成金交付事業 全期 保・住サ 57
実利用者数　八雲:7人　熊石：0人
延利用者数　八雲：55人　熊石：0回

独り暮らし高齢者訪問事業 全期 住サ 713 実利用者25人、延利用件数1,057件

寝たきり老人等在宅介護支援手当支給事業 全期 保 99 4人　33カ月

生きがいデイサービス運営委託事業 全期 保 113 1人　20回

紙おむつ利用券給付事業 3～4 保

３　生きがいづくり活動の強化

① 高齢者の生きがい、健康づくりの推進

高齢者スポーツ施設利用助成事業 全期 保 657
助成人数:208人（パークゴルフ：180人プー
ル27人　スキー1人）助成額：656,580円

高齢者等入浴料助成事業 全期 保・住サ 4,135
交付人数：1,752人　交付枚数:40,080枚
利用枚数：19,542枚　助成額：3,908,400円

② 高齢者組織活動への支援

５　子ども・子育て支援の強化

１　子育て支援の充実

① 地域子育て拠点事業の充実

子ども・子育て支援事業計画策定事業 30、1 住 1,528 第２期計画策定
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（単位：千円）

令和元年度実施内容事業期間
Ｒ元年度
事業費

第２期八雲町総合計画実施計画　令和元年度事業費・実施内容

担当
部局

章
分
野

主
要

施
策

事務事業名

地域子育て支援拠点事業
（旧「子育て支援センター運営事業」）

30～4 住 13,190

地域子育て支援拠点事業・情報収集・子育
て全般に関する支援及び若者の社会参加
への支援事業(利用人数1,511人、一般開放
利用人数3,489人）

利用者支援事業
（旧「子育て支援センター運営事業」）

2～4 住

② 一時預かり事業の充実

③ 児童虐待防止対策の強化

④ 乳幼児医療の支援
子ども医療費助成事業（町単独助成事業分）
（旧「乳幼児医療費助成事業（町単独助成事業
分）」）

全期 住 19,993
乳幼児医療給付事業については、町単独
事業として18歳までの子どもに係る医療費
を所得制限を設けず無料としている。

２　多様な保育機能の充実

① 保育サービスの充実

障がい児保育事業 全期 住 7,963
障がい児を受け入れている、４か所の保育
所等へ人件費等を補助。

保育園整備事業 30、1、3 住サ 155,358 新園舎の整備

子どものための教育・保育給付事業（認定こども園分） 30 住

子育て世帯支援事業
（保育料軽減（北海道多子軽減含む））

全期 住 32,604
０～２歳の課税世帯における保育所等利用
者負担金を３０％軽減。また、多子世帯の０
～２歳児を無償化。

３　児童の健全育成

① 学童保育の充実と支援

放課後児童健全育成事業 全期 住 31,106
３か所の学童保育所に対し、運営費を補
助。

放課後子ども教室運営事業 2～4 住サ

４　ひとり親家庭への支援

① 自立・子育て支援の推進

６　障がい者福祉の推進

１　地域における生活支援

① 相談支援体制の整備

② 生活支援の充実

日常生活用具等給付事業 全期 保 4,603 給付実績　490件

③ 保健・医療の充実

２　ノーマライゼーションの推進

① 障害者計画・障害福祉計画の見直し策定

障害者計画・障害福祉計画策定事業 1、2、4 保 85
アンケート調査を実施　507人　回答者241
人

② バリアフリーの推進

意思疎通支援事業 全期 保 22 実績無し　基本料金のみ

町広報誌等音声化事業 全期 保 51 1名利用

③ 障がい者福祉サービスの推進

障害認定審査会設置事業 全期 保 710 審査会　年12回実施

④ 権利擁護の推進

障がい者に対する理解促進 全期 保 63 講演会の実施、ポスター展示

成年後見制度利用支援事業 全期 保 0 実績無し

３　自立と社会参加の促進

①障がい者団体へ活動支援

移動支援事業（車両移動支援） 全期 保 5 4団体利用

② 障がい者の社会参加・就労の推進

自動車改造助成事業 全期 保 0 実績無し

移動支援事業（個別移動支援） 全期 保 65 2名実績あり

障がい児通所等給付事業 全期 保 70,184 児童発達　6名　放課後等デイ　29名

③ 教育・療育の充実

重度障がい児通学費助成事業 全期 保 0 実績無し

子ども発達支援センター運営事業 全期 住 2,883

相談支援業務、未通園児294件通園児147
件　療育利用児数延べ28名
カラフル推進　配布数10名
言語聴覚士・相談支援専門員の専門相談(2
回)8名
巡回児童相談の実施(9回）21名

第４章　ふるさとを築く　教育の充実と文化・スポーツの振興

１　学校教育の充実

１　教育環境の充実
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（単位：千円）

令和元年度実施内容事業期間
Ｒ元年度
事業費

第２期八雲町総合計画実施計画　令和元年度事業費・実施内容

担当
部局

章
分
野

主
要

施
策

事務事業名

① 小中学校適正配置の検討

② 校舎等学校施設・設備の整備

落部小学校大規模改修事業 1～2 学 235,180 校舎棟改修

中学校電気設備改修事業 30、1、3 学・熊教 2,084 熊石中学校高圧受電設備

八雲中学校大規模改修事業 2～4 学

八雲小学校屋内運動場女子トイレ
改修事業 2 学

小学校グランド改修事業 1 熊教 7,171 熊石小学校

熊石小学校校舎等大規模改造事業 30 熊教

熊石中学校屋内運動場屋根葺替改修事業 1 熊教 15,818 屋根葺き替えを実施

校舎等解体事業 2 熊教

③ 教員住宅の適正な配置と整備

教員住宅屋根葺替事業 学

教員住宅浴室改修事業 30～1 学 5,087 ユニットバス設置3戸

教員住宅物置更新事業 30 学

教員住宅建設事業 1 学 85,381 1棟4戸

教員住宅外壁等改修事業 1 熊教 3,078 熊石小校長宅1棟1戸

教員住宅解体事業 30～1、4 熊教 8,024 第1工区3棟3戸、第2工区4棟4戸

④ スクールバスの更新

スクールバス更新事業 学

２　教育内容の充実

① 学校、家庭、地域が連携した学校運営の充実

小中一貫型コミュニティスクール導入事業 全期 学 301
令和元年度4中学校区学校運営協議会代
表及び教委関係課で構成するCS連絡協議
会を設置

②
義務教育９年間を見通し、一貫した教育活動の展開
及び充実

③
学習指導要領に基づく義務教育段階での外国語指
導の充実と教員の指導力、英語力の向上

外国語指導助手（ALT)配置事業 全期 学 9,836 ALT2名を町内小中学校に派遣

④ 自然とのふれあいや地域との交流を深める学習の推進

小牧市・八雲町児童学習交流事業 全期 学 1,576
夏季：小牧市から24名受入、冬期：小牧市
へ12名派遣

⑤ 情報化に対応した教育の推進

GIGAスクールネットワーク整備事業
（小学校） 2～4 学

GIGAスクールネットワーク整備事業
（中学校） 2～4 学

⑥ 教材教具の充実

小学校教材教具整備事業 全期 学 2,166 教材教具消耗品・備品の整備（小学校8校）

中学校教材教具整備事業 全期 学 1,017 教材教具消耗品・備品の整備（中学校4校）

⑦ 教職員の教育研修や自主研修等の奨励

⑧ 児童・生徒の個性や能力に応じた教育の推進

八雲町教育推進計画策定事業 3、4 学

社会科副読本「わたしたちの町八雲」郷土学習資料
編集事業

30～1、4 学 1,481
令和2年度から使用する社会科副読本編集
会議5回開催、650冊作成

特別支援教育支援員配置事業 全期 学 13,958 小学校6校10名、中学校3校4名配置

３　安心できる学校給食の提供

① 給食センター施設・設備の整備

学校給食センター改築事業 30～2 給 827,474 用地購入、工事監理、建設工事

学校給食配送車整備事業 30～1 給 7,720 Ⅰコース車両購入

熊石学校給食センター解体事業 3 熊教

② 食育教育の充実

③ 地元食材利用の拡充

④ 職員研修の実施

他 子育て世帯支援事業（学校給食費無償化） 全期 給 45,959 小学校　27,485千円、中学校　18,474千円

４　教育支援の充実

① 地域高等学校教育への支援

地域高校就学支援事業 全期 政 4,386
助成人数：通学費66人、下宿費1人、模擬試
験受験料197人、各種検定受検料のべ24
人、スタディサプリ42人

２　生涯学習の推進

１　生涯学習機会の充実
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（単位：千円）

令和元年度実施内容事業期間
Ｒ元年度
事業費

第２期八雲町総合計画実施計画　令和元年度事業費・実施内容

担当
部局

章
分
野

主
要

施
策

事務事業名

① 少年の学習機会の充実

八雲町平和学習事業開催事業 全期 社 850 8/5～7広島市、中学生4人、引率2人

② 青年・成人の学習機会の充実

③ 高齢者の学習機会の充実

④ 家庭教育や親育ち学習機会の充実

⑤ 町民ニーズや必要課題に対応した学級・講座の開設

公民館講座「木彫り熊講座」開設事業 全期 社 298 40日間、延べ196人受講

社会教育講座等ICT機器導入事業 1～4 社 778 37カ月間ﾘｰｽ、Pepper：講座・各学校で利用

２　生涯学習・社会教育施設等の整備

① 社会教育施設等の整備

八雲町公民館改築事業 社

３　図書館の充実

① 各種ボランティア団体との連携

図書館新館２０周年記念事業 1 図 400 記念講演会実施（１回）

② 町民の課題解決を支援する機能の充実

電子書籍サービス導入事業 図

図書館蔵書管理システム運用事業 図

③ 老朽化した施設の改善

空調設備改修事業 4 図

屋体部屋根防水工 図

ボイラー設備更新事業 図

ｺﾋﾟｰ・FAX複合機更新事業 図

電気設備改修工事事業 図

④ 子どもの読書活動の推進

３　スポーツの推進

１　社会体育施設の改修整備

① 各種体育施設の改修整備

総合体育館備品更新事業（トレーニング機器） 3 体

総合体育館小体育館床改修事業 3 体

総合体育館事務室非常用放送設備更新事業 30 体

総合体育館温水設備等改修事業 4 体

総合体育館（事務室、ロビー等）暖房設備等改修事
業

1 体 165 体育館事務室照明のLED化

総合体育館外壁改修事業 体

総合体育館トイレ改修事業 30 体

総合体育館アリーナ床再塗装事業 1 体 4,212
アリーナ床のﾜｯｸｽ塗布および一部ライン引
直し

スポーツ公園スポーツトラクター更新事業 30 体

運動公園スポーツトラクター更新事業 1 体 3,618 運動公園スポーツトラクター購入

運動公園野球場バックネット整備事業 3 体

運動公園野球場ナイター照明設備安定器配電盤等
改修事業

3 体

スキー場ペアリフト主要機器等整備事業 30～2、4 体 2,838 ペアリフト索受装置整備

温水プール設備改修事業 30～4 体 330 ろ過機等修繕

温水プール備品整備事業 30～1 体 661 アクアトレーナー修繕

２　体育・スポーツ活動の充実

① 各種町民スポーツ事業等の開催

北海道日本ハムファイターズ応援大使事業 30 体

北海道日本ハムファイターズ八雲後援会支援事業 2 体

各種スポーツ教室開催事業 2 体

体育協会７０周年記念事業 2 体

② 各種記念大会等の開催

３　全道・全国大会出場選手等派遣助成

① 選手派遣助成

４　スポーツ指導者・団体等活動支援

① スポーツ指導者等活動支援

スポーツ少年団指導者支援事業 2 体

② 各種団体活動支援

③ スポーツ合宿誘致活動促進
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（単位：千円）

令和元年度実施内容事業期間
Ｒ元年度
事業費

第２期八雲町総合計画実施計画　令和元年度事業費・実施内容

担当
部局

章
分
野

主
要

施
策

事務事業名

４　文化財の保存・活用

１　芸術、文化活動の推進

① 芸術、文化活動の充実

② 芸術文化の発表等団体活動への支援

２　文化財の保存と活用

① 文化財調査活動の推進

新八雲町史編さん事業 1～3 郷 3,112 町史編さん事務

② 指定文化財の管理と整備

③ 文化財保護思想の普及・啓発

④ 郷土芸能や技術の保存と伝承

⑤ 郷土に関する学習活動の推進

尾張徳川家所有木彫り熊とアイヌ民具の寄託・整理
及び展示事業

30 郷

⑥ 郷土資料館・熊石歴史記念館の充実

郷土資料館改築事業 郷

山越収蔵庫解体事業 郷

熊石歴史記念館改修事業 2 熊教

第５章　八雲の自立を実現する協働と行財政運営
１　コミュニティ活動と交流の促進

１　町内会活動の強化
① 町連協の活動への支援、充実

２　地域会館の整備と統廃合の推進
① 地域会館の改修整備

地域会館整備事業 全期 政 4,082
地域会館の整備として、落部7区会館の屋
根改修工事の実施及び豊河町会館の屋
根・外壁塗装を実施した。

東部生活館改修工事事業 2 住

落部町民センター改修事業 30 落

落部町民センター道道厚沢部線改良補償改修事業 30 落

② 地域会館統廃合の推進
地域会館等建替事業 2～3 地
地域会館等解体事業 地

３　地域間交流の促進
① 友好都市等との交流促進

小牧市・八雲町交流30周年記念事業 30 総
４　国際交流の推進

① 国際交流機会の充実
５　移住・定住の推進

① 移住情報提供の充実

② 移住推進団体との連携強化
移住定住促進事業 30～1 政 1,080 プロモーション活動　２回実施

③ 地域おこし協力隊員配置の推進
地域おこし協力隊員配置事業 全期 政 14,588 協力隊4名配置（1名　3/6退職）

６　学術機関との連携

① 学術機関との連携協定による地域活性化の促進

域学連携推進事業 全期 政 861 インターンやイベントチラシ制作などを実施

他 他 八雲町まちづくりＰＲ事業 1～2 政 11,482
４か所（東京２か所、小牧、パノラマ）でイベ
ントを実施。PR用の小冊子制作。

２　住民参画の推進
１　協働のまちづくりの推進

① 八雲町自治基本条例の推進

② 八雲町協働のまちづくり推進プランの推進
③ 地域・団体を主体としたまちづくり活動の推進

地域コミュニティ助成事業 全期 政 5,523

コミュニティ助成事業は、126団体のうち113
団体（活動助成6,594世帯3,297千円、奨励
事業助成371事業2,226千円）へ助成金を交
付した。

④ まちづくり情報発信の強化

２　青少年健全育成の推進
① 関係団体との連携と町政への参加機会の充実

３　男女共同参画意識の高揚
① 男女平等、男女共同意識の啓発

② 学習機会の拡充

４　男女共同参画推進体制の整備

① 団体と町民が連携した参画機会の充実

３　情報・広報体制の充実
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（単位：千円）

令和元年度実施内容事業期間
Ｒ元年度
事業費

第２期八雲町総合計画実施計画　令和元年度事業費・実施内容

担当
部局

章
分
野

主
要

施
策

事務事業名

１　未普及地域へのブロードバンド環境整備の研究
① 住民と連携したブローバンド誘致の取組

２　町民の情報処理能力向上へ向けた支援
① 町民の情報処理能力向上に向けた支援

３　広報の充実
① 出前説明会の充実
② 町広報紙及び町ホームページの充実

ホームページ再構築事業 30 政
４　町民と議会との情報共有の充実

① 一般会議及び議会報告会の充実

② インターネットを活用した情報発信

議会中継システム導入事業 30 議

４　行財政の強化

１　効率的な行政経営の推進

① 効率的な行政経営の推進

番号制度対応システム改修事業 30 住

八雲みらいプロデュース会議運営事業 1～3 政 790 八雲みらいプロデュース会議　２回実施

② 電子自治体化の推進

総合行政システム端末機器更新事業 30 政

業務用パソコン整備事業 政

自治体情報セキュリティ強化対策事業 全期 政 1,229 自治体情報セキュリティ強化対策

情報系ネットワークサーバ機器更新事業 1 政 5,076 情報系ネットワークサーバ機器一式更新

③ 戸籍システムの安定運用の確保

戸籍総合システム機器更新事業 3 住

２　職員の資質向上

① 職員研修機会の充実

② 自治体間の交流、研修、派遣等の推進

職員交流・派遣事業 30～2 総 345
H30北海道派遣職員帰任旅費及びオリン
ピック組織委員会派遣経費

３　安定した財政の推進

①
受益者負担の適正化等、自主財源の確保に向けた
取組の強化

② 収納体制の強化

４　ふるさと応援寄附金の推進

① 記念品の充実とＰＲの推進

ふるさと応援寄附金奨励事業 全期 政 1,248,512 寄附金額　2,456,240千円

５　広域行政の推進

１　広域行政の推進

① 南北海道定住自立圏の推進

② 北渡島檜山４町地域連携の推進

北渡島檜山４町地域連携推進事業 全期 政 692 8事業を実施

6,063,193合　　　　　計
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目標指標 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 単位

農業生産額（目標） 7,915 7,932 7,949 7,965 7,982 7,999 8,016 8,033 8,050 8,066 8,083 8,100 百万円

農業生産額（実績） 7,915 8,272 8,706 9,740 百万円

漁業生産額（目標） 10,029 10,117 10,206 10,294 10,382 10,470 10,559 10,647 10,735 10,823 10,912 11,000 百万円

漁業生産額（実績） 10,029 5,635 8,327 3,953 百万円

①八雲町自立促進プロジェクト

第２期八雲町総合計画　戦略プロジェクトの進捗状況（令和元年度末時点）
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目標指標 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 単位

昼夜間人口比率（目標） 100.31 100.37 100.44 100.50 ％

昼夜間人口比率（実績） 100.31 ％

観光入込客数（目標） 612,100 614,636 617,173 619,709 622,245 624,782 627,318 629,855 632,391 634,927 637,464 640,000 人

観光入込客数（実績） 612,100 560,700 564,500 533,100 人

製造品年間出荷額等（目標） 34,094 34,241 34,387 34,534 34,680 34,827 34,974 35,120 35,267 35,414 35,560 35,707 35,853 36,000 百万円

製造品年間出荷額等（実績） 34,094 38,034 27,269 36,480 32,116 百万円

②道南北部中心プロジェクト
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後退 遅れ 順調 達成済 未評価 KPI数

2 9 22 2 0 35

5.7% 25.7% 62.9% 5.7% 0.0% 100%

2 5 16 0 2 25

8.0% 20.0% 64.0% 0.0% 8.0% 100%

6 2 11 3 0 22

27.3% 9.1% 50.0% 13.6% 0.0% 100%

8 5 11 1 1 26

30.8% 19.2% 42.3% 3.8% 3.8% 100%

7 5 4 1 1 18

38.9% 27.8% 22.2% 5.6% 5.6% 100%

25 26 64 7 4 126

19.8% 20.6% 50.8% 5.6% 3.2% 100%

【凡例】

第３章

第２期八雲町総合計画　ＫＰＩの進捗状況（令和元年度末時点）

後退：KPIの数値が前年度より一定程度後退している。

遅れ：KPIの数値は前年度より前進しているが、進み方が遅い。

順調：R4年度目標値に向け、KPIの数値が順調に推移している。

達成済：R4年度の目標値が既に達成している（累計のみ）。

合　　　　　　　計

八雲の豊かな資源を活用した産業振

興
第２章

八雲の自然と調和する安心・安全な都

市基盤整備
第１章

八雲の自立を実現する協働と行財政

運営
第５章

ふるさとを築く教育の充実と文化・スポー

ツの振興
第４章

誰もがいきいき暮らせる健康・医療・福

祉の推進

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第５章 八雲の自立を実現する協働と行財政運営

第４章 ふるさとを築く教育の充実と文化・スポーツの振興

第３章 誰もがいきいき暮らせる健康・医療・福祉の推進

第２章 八雲の豊かな資源を活用した産業振興

第１章 八雲の自然と調和する安心・安全な都市基盤整備

全体

後退 遅れ 順調 達成済 未評価

資料１-３
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第２期総合計画ＫＰＩ進捗状況（令和元年度）

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

地籍調査実施地区 字 33 36 35 35 順調 総

町有地処分（累計） 件 3 8 14 14 達成済 総

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

町有施設ＣＯ２削減率 ％ 0.0 10.0 0.3 7.1 順調 政

捕獲従事者（累計） 人 51 60 56 60 達成済 農

新規狩猟者 人/年 3 5 5 4 順調 農

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

空家等の活用促進（累計） 件 0 15 0 1 遅れ
町民の安全で安心な生活環境を確保し、空家の有

効活用を図るため、今後も継続して実施。
建

特定空家等の解消（累計） 戸 0 10 0 1 遅れ

町民の安全で安心な生活環境を確保し、所有者等

の自発的な除却を促進するため、今後も継続して実

施。

建

町営住宅の建替（累計） 戸 10 45 0 10 順調 建

町営住宅外壁等改修 戸/年 27 19 4 0 順調 建

防衛施設周辺整備等要望活動 回/年 2 2 1 3 順調 政

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

町道改良整備及び維持改修（累計） 路線 6 30 6 12 順調 建

橋梁長寿命化修繕（累計） 橋 4 33 10 12 遅れ 交付金（国費）の配当が少なかったため事業減 建

橋梁定期点検（２巡目累計） 橋 0 174 0 17 順調 建

町道除雪延長 km 488.4 488.4 481.8 481.7 順調 建

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

担当

部署

担当

部署

担当

部署

担当

部署

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

目標指標 単位
実績値

２　自然環境の保全

目標指標 単位
実績値

３　市街地及び集落の環境整備

第１章　八雲の自然と調和する安心・安全な都市基盤整備

１　土地利用の推進

目標指標 単位
実績値

目標指標 単位
実績値

４　道路網の整備
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第２期総合計画ＫＰＩ進捗状況（令和元年度）

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

バス路線の維持 路線/年 4 4 4 4 順調 政

新幹線整備促進等要望活動 回/年 4 5 2 3 順調 新

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

水道普及率 ％ 95.6 95.7 96.2 95.8 順調 環

水洗化率 ％ 91.9 93.0 89.4 90.6 順調 環

合併処理浄化槽の設置助成（累計） 基 162 210 178 183 順調 環

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

資源ごみ排出量（八雲地域） ｔ/年 1,080 1,000 1,215 1,170 順調 環

生ごみ排出量（八雲地域） ｔ/年 230 800 212 173 後退 生ごみ分別の町民への意識付けが不十分 環

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

協働による緑化の推進 ％ 70 80 70 75 順調 公

ひまわりの種配布 袋/年 1,955 2,500 2,178
1,867袋

12kg
順調 政

環境美化活動実施町内会 町内会 89 95 91 88 後退
取り組み町内会が固定されており、未取組み町内会

への周知方法の見直しを検討。
政

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

担当

部署

担当

部署

担当

部署

担当

部署

８　緑化・環境美化の推進

目標指標 単位
実績値

７　ごみ処理等の環境整備

目標指標 単位
実績値

５　交通体系の整備

目標指標 単位
実績値

６　上・下水道の整備

目標指標 単位
実績値
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第２期総合計画ＫＰＩ進捗状況（令和元年度）

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

消費者相談受付 件/年 29 25 31 36 遅れ 広報紙・町連協により周知していく 政

街頭での交通安全啓発活動 回/年 25 30 24 21 遅れ イベント廃止等により活動回数が減少 総

交通安全教室開催 回/年 42 50 34 30 遅れ 雨天中止により開催回数が減少 総

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

事業所の避難訓練の実施 回/年 117 130 118 127 順調 消

耐震性貯水槽の整備（累計） 基 2 13 5 7 順調 消

救急救命士再教育（延べ） 人 23 50 27 28 順調 消

住宅用火災警報器設置率 ％ 80 90 82 85 順調 消

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

生活環境保全林下刈 ha/年 7.9 8.5 8.5 6.3 順調 農

災害時要援護者個別支援計画の策定町内会 町内会 5 10 7 7 遅れ 周知方法の強化、出前説明会の検討 保

災害備蓄品毛布整備（累計） 枚 3,879 5,400 3,979 3,979 遅れ 他備蓄品整備を優先 総

防災訓練実施団体 団体 5 10 1 0 遅れ 今年度以降に、訓練実施するよう努力する。 総

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

担当

部署

担当

部署

担当

部署

11　防災体制の強化

目標指標 単位
実績値

目標指標 単位
実績値

10　消防・救急体制の充実

目標指標 単位
実績値

９　防犯・交通安全の推進
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第２期総合計画ＫＰＩ進捗状況（令和元年度）

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

新規就農者（累計） 人 1 10 3 5 順調 農

経営耕地面積 ha 6,660 6,660 6,660 6,660 順調 農

農業法人化数（累計） 法人 11 16 13 14 順調 農

農家戸数 戸 142 112 142 142 順調 農

生乳生産量 ｔ/年 42,666 49,105 40,259 51,529 順調 農

搾乳牛頭数 頭 5,597 5,665 5,278 5,279 順調 農

バイオガス発電施設（累計） 施設 2 5 3 4 順調 農

民有林の植栽面積 ha/年 63.08 70.00 93.23 95.10 順調 農

民有林の下刈面積 ha/年 565.00 600.00 513.47 450.33 順調 農

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

漁獲量 ｔ/年 19,617 30,300 25,558 13,801 後退
原因不明のほたて貝大量へい死により大幅な水揚げ

減となった。
水

漁家戸数 戸 374 368 356 355 後退 高齢化等により減少傾向にある 水

新規就業者（累計） 人 8 14 7 11 順調 水

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

事業承継（累計） 件 0 22 0 0 遅れ 取り組み方法の見直しを検討 商

創業支援（累計） 件 0 1 0 0 遅れ 取り組み方法の見直しを検討 商

町が関係する商談会等への出展（累計） 件 3 20 1 3 遅れ 産業関係団体との連携による取り組み方法を検討 商

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

担当

部署

担当

部署

担当

部署

目標指標 単位
実績値

３　商工業の振興

目標指標 単位
実績値

１　農林業の振興

目標指標 単位
実績値

２　水産業の振興

第２章　八雲の豊かな資源を活用した産業振興
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第２期総合計画ＫＰＩ進捗状況（令和元年度）

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

観光消費単価（宿泊） 円 16,410 17,630 未調査 未調査 調査するための委託料を予算化していない 商

観光消費単価（日帰り） 円 1,692 2,360 未調査 未調査 調査するための委託料を予算化していない 商

宿泊客（延べ） 人 22,200 26,600 25,700 31,100 順調 商

農作業体験受入団体 経営体/年 1 5 11 15 順調 農

農作業体験者 人/年 76 200 52 159 順調 農

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

企業立地または町外企業との連携協定

締結（累計）
件 0 3 0 0 遅れ 取り組み方法の見直しを検討 商

新規事業に対する支援（累計） 件 0 5 0 0 遅れ 取り組み方法の見直しを検討 商

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

再生可能エネルギーに関する町民への普及・啓発 回 5 5 0 4 順調 商

町内における再生可能エネルギー導入 百万kwh 2.4 93 2.4 2.4 順調

R2年10月にソフトバンク八雲ソーラーパークが稼働

し、103.1百万kwhに達する見込みのため「順調」と

評価した。

商

町外からの立地企業との連携協定締結（累計） 件 0 2 0 0 順調

　再生可能エネルギー発電を稼働する事業主体と順

次協定締結を進めるものであり、Ｒ2年度現在、太

陽光の稼働（八雲ソーラーパーク）を待ち、稼働後

に協定締結を協議予定。

商

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

担当

部署

担当

部署

担当

部署

目標指標 単位
実績値

６　再生可能エネルギーを活用した産業の振興

目標指標 単位
実績値

４　観光の振興

目標指標 単位
実績値

５　雇用の創出と雇用環境の向上
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第２期総合計画ＫＰＩ進捗状況（令和元年度）

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

胃がん検診受診率 ％ 6.2 6.8 7.6 7.4 順調 保

大腸がん検診受診率 ％ 12.2 13.4 7.1 6.4 後退

Ｈ30年度から住民健診との同日実施が可能となった

ことで受診機会が増えているが、新規受診者の開拓

には至っていないため、周知方法等の見直しを検討す

る。

保

子宮がん検診受診率 ％ 11.4 12.5 10.2 10.5 順調 保

乳がん検診受診率 ％ 16.1 17.7 15.1 15.8 順調 保

基本健診受診率 ％ 19.8 21.8 14.8 14.0 後退
予約や受診時間が限られることが要因と考えられるた

め取り組み方法の見直しを検討する。
保

健康づくり教室 回/年 76 76 60 58 順調
2～3月に予定していた教室が、新型コロナウイルスの

影響により、中止となったことによる回数の減。
保

町民ドック受診者 人/年 555 570 546 537 後退

検査項目が年々増加しており、それに伴い受診者へ

の負担が増加していることが受診者減の要因と考えら

れるため、検査項目の縮小等、取り組み方法の見直

しを検討する。

保

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

国民健康保険税収納率 ％ 94.1 96.6 94.3 91.6 後退
漁業者等の個人所得の減少により収納率が低下し

た。
財

特定健康診査受診率 ％ 17.5 23.0 16.1 15.0 後退

法改正による実施体系の変更により、受診率の後退

が見られた。令和2年度より国保連協同による受診

勧奨事業を実施予定。

住

病床稼働率（八雲総合病院） ％ 76.4 80.0 75.9 79.0 順調
目標値には届かなかったが、H30年度より上昇させる

ことができた。
総病

病床稼働率（熊石国保病院） ％ 59.7 70.0 50.8 56.1 順調 国病

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

ボランディア団体登録者 人/年 251 251 234 218 後退 団体登録者の高齢化による退会 住

安心ほっとネット取組町内会 町内会 72 80 61 61 順調 住

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

担当

部署

担当

部署

担当

部署

目標指標 単位
実績値

２　医療体制の充実

目標指標 単位
実績値

３　地域福祉の促進

第３章　誰もがいきいき暮らせる健康・医療・福祉の推進

１　健康づくりの促進

目標指標 単位
実績値
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第２期総合計画ＫＰＩ進捗状況（令和元年度）

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

SOSネットワーク事前登録者（累計） 人 4 10 9 12 達成済 保

認知症サポーター（累計） 人 855 1,000 1,002 1,040 達成済 保

救急医療情報キット配布（累計） セット 405 540 459 472 遅れ 周知方法の見直しを検討 保

総合相談受付 件/年 185 230 194 193 順調 保

介護予防教室参加者 人/年 242 330 237 375 順調 保

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

地域子育て支援拠点利用者 人/年 1,078 1,000 1,345 1,511 順調 住

一時預かり利用者 人/年 1,208 1,000 462 608 順調 住

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

福祉的就労から一般就労への移行者（累計） 人 0 1 1 2 達成済 保

障害福祉サービス利用者のうち町内での利用率 ％ 54.0 62.0 58.5 53.0 遅れ 町内の資源不足等により、町外施設利用者が増 保

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

地元食材活用 品目 7 10 14 14 順調 給

給食賄材料における町内からの購入割合 ％ 22.5 25 20.2 25.8 順調 給

教職員研修開催 回/年 15 20 19 19 順調 学

小中一貫型コミュニティ・スクール導入学校 校 0 12 12 12 達成済 学

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

担当

部署

担当

部署

担当

部署

担当

部署
目標指標 単位

実績値

目標指標 単位
実績値

第４章　ふるさとを築く教育の充実と文化・スポーツの振興

１　学校教育の充実

５　子ども・子育て支援の強化

目標指標 単位
実績値

６　障がい者福祉の推進

４　高齢者福祉の推進

目標指標 単位
実績値
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第２期総合計画ＫＰＩ進捗状況（令和元年度）

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

少年対象事業の参加者 人/年 1,039 1,000 924 849 後退 コロナウイルス発生による事業数の減少。 社

青年対象事業の参加者 人/年 305 300 232 169 後退 コロナウイルス発生による事業数の減少。 社

成人対象事業の参加者 人/年 2,634 2,600 2,497 2,702 順調 社

高齢者対象事業の参加者 人/年 886 800 740 600 後退 コロナウイルス発生による事業数の減少。 社

家庭教育事業の参加者 人/年 137 100 85 71 後退 コロナウイルス発生による事業数の減少。 社

図書貸出 冊/年 91,048 95,000 86,612 84,152 後退

人口減・年齢階層のシフト・11～12月インフルエン

ザ・2～3月コロナウィルス等、来館・読書機会の抑制

要因もあろうが、引き続き数値の維持・回復を念頭に

読書推進活動を進める。

図

WEB公開予約（図書館） 件/年 280 400 415 442 順調 図

読書感想文・感想画コンクール応募 人/年 246 320 413 372 順調 図

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

体育協会加盟団体 団体 19 20 19 19 順調 体

スポーツ少年団加盟団体 団体 13 13 12 12 順調 体

スポーツ指導者講習会 回/年 1 1 0 0 遅れ
H30年度：インフルエンザ流行による中止

R元年度：コロナウイルス感染拡大防止による中止
体

スポーツ合宿誘致団体 団体/年 26 40 20 18 遅れ 誘致のPR方法検討中 体

各種スポーツ大会誘致 回/年 0 1 0 0 遅れ 誘致のPR方法検討中 体

総合体育館利用者 人/年 52,679 52,000 46,689 35,020 後退

８～９月の総合体育館アリーナ床再塗装、およびコ

ロナウイルス感染拡大防止を目的とした２～３月の

施設利用自粛

体

温水プール利用者 人/年 27,427 27,000 22,034 19,284 後退
コロナウイルス感染拡大防止を目的とした２～３月

の施設利用自粛
体

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

担当

部署

担当

部署

３　スポーツの推進

目標指標 単位
実績値

２　生涯学習の推進

目標指標 単位
実績値
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第２期総合計画ＫＰＩ進捗状況（令和元年度）

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

文化団体連合会特別事業入場者 人/年 250 250 256 － 隔年実施（実施年度：R２年度） 社

町民文化祭参加団体・参加者 団体/年 53 53 54 50 順調 社

町民文化祭参加団体・参加者 人/年 44 40 79 47 順調 社

郷土資料館施設入館者 人/年 5,661 8,000 5,220 5,718 遅れ コロナウイルス発生により閉館したため。 郷

郷土資料館企画展・事業参加者 人/年 9,730 9,700 7,923 7,708 遅れ
コロナウイルス発生による事業数の減、開催内容の差

異。
郷

梅村庭園入園者 人/年 7,063 7,000 7,161 7,680 順調 郷

熊石歴史記念館入館者 人/年 479 470 429 387 後退 バスツアー客の減による。ＰＲ手法を検討。 熊教

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

町連協加入町内会 町内会 125 126 125 125 順調
現在、126の町内会があるが、今後解散や合併によ

り、町内会の減が想定される。
政

町内会加入率 ％ 81.5 83.0 78.5 78.1 遅れ 町連協と協力し、未加入世帯の加入促進を検討。 政

地域会館管理棟数 棟 42 40 41 41 順調 政

国際交流事業参加者 人/年 171 180 154 91 後退
コロナウイルスの影響により事業実施回数が少なくな

り、人数が減少した
政

移住推進事業による移住者 人/年 2 5 0 1 遅れ 移住者増に向け、事業の抜本的な見直しを検討中 政

学術機関との連携協定締結（累計） 件 2 3 4 4 達成済 政

地域おこし協力隊採用者 人/年 1 5 1 0 遅れ 募集方法の見直しを予定 政

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

担当

部署

担当

部署
目標指標 単位

実績値

目標指標 単位
実績値

第５章　八雲の自立を実現する協働と行財政運営

１　コミュニティ活動と交流の促進

４　文化財の保存・活用
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第２期総合計画ＫＰＩ進捗状況（令和元年度）

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

審議会等の公募委員の割合 ％ 4.9 8.0 3.0 3.1 遅れ
公募委員の担い手不足があり、周知方法など検討し

ていく。
政

審議会等の女性委員の割合 ％ 21.8 25.0 23.6 23.6 順調 政

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

出前説明会開催 回/年 57 60 21 21 遅れ 周知方法やテーマについて検討する 政

議会報告会参加者アンケート満足度 ％ 63 75 67 45 後退 開催方法や内容の工夫が必要 議

一般会議開催 回/年 6 8 4 4 後退 積極的に開催を行う工夫が必要 議

町ホームページ閲覧 回/月 360,000 400,000 397,804 130,085
システム移行に伴い集計方法に変更が生じたため、

従前の数値との比較ができなくなった。
政

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

現年分収納率（３税合計） ％ 98.3 98.9 98.3 97.9 後退
漁業者等の個人所得の減少により収納率が低下し

た。
財

ふるさと応援寄付金返礼品取扱店舗 店舗 35 40 43 42 後退 取組店舗数の拡大に向け取組を強化する 政

職員研修の開催 回/年 26 33 26 36 順調 総

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

担当

部署

担当

部署

担当

部署

目標指標 単位
実績値

３　情報・広報体制の充実

目標指標 単位
実績値

４　行財政の強化

２　住民参画の推進

目標指標 単位
実績値

30



第２期総合計画ＫＰＩ進捗状況（令和元年度）

現状値 目標値

H28年度 R4年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

定住自立圏協定事業 件 6 9 5 4 後退 事業の見直しを検討 政

４町連携事業 件 6 9 9 6 後退
少雪及び新型コロナにより２事業が中止。新たな連

携事業を検討中
政

R元年度

評価

R元年度評価に対するコメント

※「達成済」「順調」の場合は記入不要

担当

部署

５　広域行政の推進

目標指標 単位
実績値

【担当部署凡例】

総：総務課 保：保健福祉課 農委：農業委員会 地：地域振興課 郷：郷土資料館 消：消防本部

政：政策推進課 建：建設課 水：水産課 住サ：住民サービス課 体：体育課 総病：総合病院

新：新幹線推進室 公：公園緑地推進室 商：商工観光労政課 産：産業課 図：図書館 国病：国保病院

財：財務課 環：環境水道課 落：落部支所 学：学校教育課 給：学校給食センター

住：住民生活課 農：農林課 議：議会事務局 社：社会教育課 熊教：熊石教育事務所

31
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第２期八雲町まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況 

（令和元年度末時点） 

 

基本目標１ 産業を活性化し、働く人をつくる 

■ＫＧＩ：農業産出額（千万円） 

基準値 実績値 目標値 

H29年 H30年 R元年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R6年 

839 831       840 

■ＫＧＩ：漁獲高（千万円） 

基準値 実績値 目標値 

H29年 H30年 R元年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R6年 

576 847       580 

 

726 764 
819 839 831 

840 840 840 840 840 840 
945 
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・漁

獲
高
（千

万
円
）

出典：市町村別農業産出額（推計）、北海道水産現勢

農業産出額、漁獲高の実績および目標

農業産出額（実績）

農業産出額（目標）

漁獲高（実績）

漁獲高（目標）

 

 

主要施策１．産業を活性化する 

■ＫＰＩ：サーモン試験養殖生産量 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R4年度 

なし なし      2,800kg 

  

資料２ 
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■ＫＰＩ：檜山管内サケ回帰率 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

0.2％ 0.3％      0.8％ 

■ＫＰＩ：ニシン漁獲数量 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

1.8t 1.0t      160t 

■ＫＰＩ：ナマコ漁獲数量 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

4.1t 1.3t      4.1t 

■ＫＰＩ：植栽面積 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

93.23ha 95.10ha      100ha 

■ＫＰＩ：ふるさと応援寄附金返礼品購入額 

基準値 実績値 目標値 

H26～H30 

年度平均 
R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

607,549千円 690,190千円      540,000千円 

■ＫＰＩ：設備投資促進支援制度適用件数 

基準値 実績値 目標値 

H26～H30 
年度合計 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 
R2～6 

年度合計 

6件 3件      13件 
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主要施策２．働く人をつくる 

■ＫＰＩ：新規酪農就農者等の人数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 
R3～R6 
年度合計 

なし       5人 

■ＫＰＩ：新規就農者数 

基準値 実績値 目標値 

H20～H30 
年度合計 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R2～R6 
年度合計 

10組 12組      10組 

■ＫＰＩ：農業研修者数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

4組 7組      8組 

■ＫＰＩ：障がい者就労支援利用者数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

57人 59人      65人 

■ＫＰＩ：地域おこし協力隊配置人数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

5人 3人      10人 
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基本目標２ 安心して子育てできるまちをつくる 

■ＫＧＩ：合計特殊出生率 

基準値 実績値 目標値 

H30年 R元年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R6年 

1.40 
(105人) 

1.46 
(101人) 

     1.58 
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出典：人口動態統計、住民基本台帳

合計特殊出生率の推移

全国 北海道 八雲町 八雲町（目標）

八雲町（実績）

 

 

主要施策１．妊娠・出産への支援を充実する 

■ＫＰＩ：妊婦健康診査受診券利用回数（一般健康診査） 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

1,261回 1,192回      1,216回 

■ＫＰＩ：妊婦健康診査受診券利用回数（超音波検査） 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

626回 554回      626回 

■ＫＰＩ：妊婦外来医療費助成利用人数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

103人 97人      103人 



36 

■ＫＰＩ：周産期医療体制の維持 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

1人 0人      0人 

 

主要施策２．子育て支援を充実する 

■ＫＰＩ：小児科医師数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度末 R元年度末 R2年度末 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末 R6年度末 

2人 2人      2人 

■ＫＰＩ：子育て世帯支援事業（保育料軽減（北海道多子軽減を含む））対象者数 

基準値 実績値 目標値 

R1.10.1 R2.10.1 R3.10.1 R4.10.1 R5.10.1 R6.10.1 R6.10.1 

110人      110人 

■ＫＰＩ：待機児童数 

基準値 実績値 目標値 

H31.1.1 R2.1.1 R3.1.1 R4.1.1 R5.1.1 R6.1.1 R6.1.1 

0人 0人     0人 

■ＫＰＩ：障がい児受入率 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

100％ 100％      100％ 

■ＫＰＩ：一時預かり事業（子育て支援センタークルミ）実施日数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

262日 269日      262日 
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■ＫＰＩ：放課後児童クラブ施設数・定員数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

３か所 
130人 

3か所 
129人 

     
3か所 
130人 

■ＫＰＩ：障害児通所等給付決定人数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度末 R元年度末 R2年度末 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末 R6年度末 

33人 35人      41人 

■ＫＰＩ：支援員配置が必要な学校への支援員配置人数 

基準値 実績値 目標値 

R1.4.1 R2.4.1 R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1 R6.4.1 

14人 14人     14人 

■ＫＰＩ：八雲高校入学率 

基準値 実績値 目標値 

H31.4.1 R2.4.1 R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1 R7.4.1 R7.4.1 

61.8％ 
（84名） 

58.5％ 
（72名） 

     75.0％ 
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基本目標３ 人が移り住み定着してもらえるよう 

まちの魅力を向上させる 
■ＫＧＩ：転出超過の低減 

基準値 実績値 目標値 

H30年 R元年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R6年 

86人 

転出916人 

転入830人 

200人 

転出929人 

転入729人 

     64人 
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主要施策１．交流人口や関係人口を拡大し、八雲町のファンを増やす 

■ＫＰＩ：噴火湾パノラマパーク来園者数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

705,794人 665,779人      727,000人 

■ＫＰＩ：ふるさと応援寄附金の寄附件数 

基準値 実績値 目標値 

H26～H30 
年度平均 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

115,544件 151,920件      120,000件 
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主要施策２．若い世代を中心に呼び込むための支援体制を整備する 

■ＫＰＩ：空家等対策支援補助金制度（再生支援）利用件数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 
R2～R6 
年度合計 

0件 1件      10件 

■ＫＰＩ：奨学金償還支援事業補助金の支給人数 

基準値 実績値 目標値 

 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

なし －      37件 

■ＫＰＩ：地域おこし協力隊配置人数 ※再掲のため省略  

 

主要施策３．多様な主体との連携により地域を活性化する 

■ＫＰＩ：他自治体との連携事業数 

基準値 実績値 目標値 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

16件      15件 

■ＫＰＩ：学術機関との連携事業数 

基準値 実績値 目標値 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

5件      5件 

■ＫＰＩ：企業との包括連携協定数 

基準値 実績値 目標値 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

2社      4社 

 



40 

 

【新型コロナウイルス感染症対策事業】 

 

１．全世帯マスク配布事業 

〇事業の概要  

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、八雲町の全世帯および社 

会福祉施設等に対し、マスクを配布する事業です。 

  また、残りのマスクは、町の事業用として使用するほか、今後、病院や施設等で 

不足した場合に備えて備蓄しておきます。 

 

〇購入実績 

 ・不織布マスク ６００，０００枚 

 

〇配布実績 

・町民         ７，９８８世帯  ３９９，４００枚 

（１世帯につき５０枚、配布率 97.4%） 

 ・社会福祉施設等       ４０施設   ７９，２００枚 

 ・新幹線工事関係事業      ９施設    ４，２５０枚 

 ・災害時避難所用       ５５箇所   ２８，０００枚 

                  計   ５１０，８５０枚 

 

 

２．新型コロナウイルス感染予防備品購入事業 

〇事業の概要 

  新型コロナウイルス感染症の感染予防対策として、町の各事業等を実施するにあ 

たり感染予防に必要な備品を購入する事業です。 

 公共施設の来庁者や、各事業等への参加者の検温に使用するため、非接触型体温 

計およびサーマルカメラを配置します。 

 

〇購入実績 

・非接触型体温計    １３課分  ４７個 

・サーマルカメラ           １台 

 

 

 

資料３ 
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３．インフルエンザ予防接種助成事業 

〇事業の概要 

  八雲総合病院をはじめ、町内各医療機関において、今後迎えるインフルエンザ

流行期の発熱患者を新型コロナウイルス感染症を疑いながら対応することは、大

きな混乱をもたらすことから、新型コロナウイルス感染症以外の発熱患者を増や

さないために、インフルエンザワクチンの一部を町が助成し、接種率を向上させ

ることで、新型コロナウイルス感染症の医療体制を確保しようとする事業です。 

 

 

〇助成内容 

 ＜対象者＞  

・６ヶ月以上６５歳未満の八雲町に住所を有する者 

   ただし、６０歳以上６５歳未満の身体障害者手帳１級の者を除く      

（※６５歳以上および身体障害者１級の者はすでに「高齢者等インフルエン 

ザ予防接種助成事業」で助成対象となっています。） 

 

 ＜自己負担および助成額＞ 

  ・６ヶ月以上１３歳未満  自己負担を１回につき 1,000 円とし、これを除い 

た額（上限 3,200 円）を助成する。 

（うち生活保護世帯の者  自己負担なし。1回につき助成額上限 4,200 円） 

       

 ・１３歳以上６５歳未満   自己負担を 2,000 円とし、これを除いた額（上限 

2,200 円）を助成する。 

（うち生活保護世帯の者  自己負担なし。助成額上限 4,200 円） 

 

  



１．補助金名　　新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金　　　

２．対象期間　　令和２年４月１日～令和３年３月３１日

３．補助率　　　10/10以内　　　

４．事業内容等

（単位：千円）

№ 病院 事業内容 仕様等 事業費

1 総合 遺伝子増幅検査機器購入 LAMP法検査機器　3台 6,600

2 総合 中央６階病棟換気設備改修工事
中央６階病棟一般病室換気が他の病棟
に循環しないための改修

3,960

3 総合 発熱外来待合室（兼）検体採取室整備
プレハブ建物9.9㎡　２棟購入
冷暖房エアコン設置、換気扇他電気工事
備品購入

2,236

4 総合 発熱外来用仮設トイレ借上 仮設トイレ　１棟　１年間 139

5 総合 発熱外来診察室内クリーンパーティション購入
HEPAフィルター付きパーティション機器
　２台

330

6 総合
感染防護資材等購入
（入院・外来患者対応分）

N95マスク、プラスチックガウンほか 4,254

7 総合
感染対策資材購入
（院内保育所分）

サージカルマスク、手指消毒剤ほか 125

8
総合
国保

感染症対応従事者慰労金
一人当たり200千円の給付
　・総合病院　440名
　・国保病院　75名　　　合計　515名

103,000

9 総合
感染症疑い患者受入協力医療機関に係る
空床補償（収入のみ）

4月1日以降　22床/日
　・感染症病床　4床
　・追加対応病床　4床
　・ゾーニング病床　14床

338,184

458,828

交付金収入計画 458,828
事業費支出計画 120,644

合　　計

【病院事業】新型コロナウイルス感染症対策に係る国の交付金事業　計画概要

資料４

42



43 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響による経営環境の悪化への対応 

人・物の停滞による、経済活動の急激な縮小に伴う経営圧迫など、町内事業者における経済的

なダメージに対し以下のとおり対応しております。 

町内事業者の状況 

 

  融資等の状況、アンケートからの分析と評価 

 

① 商工会融資相談件数の８割以上が、主に接客を伴う業種（飲食、スナック、旅館、小売

（製造＋小売））。 

② 町での信用保証制度認定件数としては、幅広な業種で認定申請あり。3 月～4 月は認定件

数の過半数が、飲食消費関連業種（飲食店、製造業、水産加工業、旅館業）。5 月以降は幅

広の業種において認定が増加している。 

③ 町の利子保証料補給認定した件数は現在 25 件。認定された事業者は、道コロナ融資の利

用が多い。認定件数の５割が飲食消費関連業種（飲食店、製造業） 。 

④ 6 月に実施した新型コロナウイルス感染症拡大の影響調査では、30 種の事業種より 93 件

の回答を得た。売り上げの減少率は平均値にて 53％、来客数・販売量・取引量の減少があ

るとの回答は 70件、資金繰りの悪化は 23 件であり、ほぼ全業種においてコロナ禍の影

響が波及しているものとみられる。経営状況の見通しとして、変化無し・悪化の合計は 68

件で、概ね厳しい見通しとなっている。 

 ※Ｒ2.7.6 現在。 

 

各団体からの要請の状況 

 

① 令和 2年 3月 6日 八雲ホテル旅館組合・八雲町料飲店組合「町内旅館業者への救済に

ついて」 

■金融支援 

② 令和 2年 3月 16 日 八雲商工会「町内商工業者への救済について」 

■金融支援・税の減免 

③ 令和 2年 4月 13 日 八雲商工会「特に影響を受けている飲食業分野への救済について」 

■プレミアム飲食券「(仮称)ご贔屓券」発行に向けた財政支援 ※発行時期・内容等要調整 

④ 令和 2年 4月 20 日 八雲商工会・八雲ホテル旅館組合・八雲町料飲店組合 

「町内商工業者の事業持続化に向けた協力要請について」 

■商工会での事業者への事業継続化に向けた支援に対する協力要請（特に飲食業者支援） 

資料５ 
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⑤ 令和 2年４月２８日 新型コロナウイルスにより経営が困窮する八雲町内スナックママの

会 

「新型コロナウイルス感染防止対策における八雲町の協力金について」 

■北海道が休業要請した指定事業者に対する八雲町独自の協力金の支給要請 

⑥ 令和２年５月１日 八雲町料飲店組合 

「新型コロナウイルス感染症による飲食業の事業持続化に向けた協力要請」 

■行動抑制によって、特に打撃が大きい飲食業による弁当販売などの事業継続に向けた努

力に対する協力と応援 

⑦ 令和２年５月２７日 八雲商工会 

 「プレミアム商品券事業内容の変更について」 

■通常のプレミアム商品券事業について、新型コロナウイルス感染症によって疲弊してい

る町内商工業者支援を強化するため、プレミアム率と事業規模について拡大 

（プレミアム率を 20％から 30％に、発行額を１．５億円から２億円に変更） 

 

 

新型コロナウイルス感染症に係る経済対策懇談会 

 

◆開催目的 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響による情報交換を、各関係機関と経済対策懇談会を

開催することで町内の状況を把握し、今後の対策に反映する。 

◆実施日：令和２年６月２日（火） 

◆参加者：八雲町・商工会・北洋銀行・渡島信用金庫・道南うみ街信用金庫 

農業協同組合・八雲町漁業協同組合・落部漁業協同組合 

 ◆参加金融機関からの声 

 2 月末は飲食業の相談多かったが、4 月下旬からは派生して小売業の相談も増えていっ

た。 

 3～4 月中旬は 120 社へ融資・資金繰りの状況確認・案内を実施。飲食関連の融資取

扱いが多かった。 

 5 月は建設関連の相談が多くなった。 

 観光業、宿泊業は売上０円で深刻。 

 今後コロナ影響が長引くと、建設業の経営難が増えてくる。 

 すべての業種で経営状況が厳しい状況。 

 ネギ、花（カスミソウ、スターチス）、肉牛の価格が下落している状況。 

 ホタテ、鮮魚、えび、かには単価が下落。 
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対応施策 
 

【実施済み】 八雲町経済対策総合窓口の設置 

 

◆概要・目的 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、経済活動の急激な縮小に伴う経済的なダメー

ジを受けている商工事業者について、町と商工会への問い合わせ窓口を一本化すべく、5月

１１日から６月３０日までの期間、商工会にて町と連携して総合窓口を設置。商工会員・非

会員を問わず、すべての商工事業者が利用可能とした。 

 

◆相談受付結果 

 

 

◆窓口における相談者の声 

 八雲町の協力金・応援金は手続きが簡素化されており速やかで良い旨、意見有り。 

 北海道支援金は手続きに不安があったが、窓口での相談にて手続きを完了することがで

きた意見。 

 持続化給付金は電子申請が難しく、郵便による申請も対応してほしい旨、意見が数件。

その他、手続きに不安があったが、窓口での相談にて手続きを完了することができた意

見。 

 ※国・道の制度申請に関しては、随時アドバイスを実施 

 

  

相談内容内訳 5　月 6　月 業種内訳 5　月 6　月
町申請 102 109 スナック・バー 46 16
道申請 74 14 飲食 52 29
融資 12 9 ホテル・旅館 7 1
持続化給付金 58 35 老人福祉・介護 4 0
その他 4 12 酒類販売 5 3

計 250 179 花卉販売 4 1
タクシー・ハイヤー 3 0
理美容 20 8
エステ 2 3
建設 0 22
製造 0 8
菓子・パン製造 6 10
小売 12 40
その他 14 38

計 175 179



46 

【実施中】 信用保証制度：セーフティネット認定状況 （コロナ関連）  

◆概要・目的 

資金繰り支援措置として、経営の安定に支障が生じている中小企業者等を、一般保証とは別

枠の保証の対象とする各種信用保証制度。八雲町から認定を受けた後、金融機関等で融資相

談を受けることとなる。 

◆認定状況（令和 2年 9月１５日時点） 

 認定総数 68 件 

 3 月～4月は認定件数の過半数が、飲食消費関連業種（飲食店、製造業、水産加工業、旅館業）。 

 5 月以降から徐々に、様々な業種において認定が増加している。 

 

※セーフティネット保証とは 

セーフティネット保証（経営安定関連保証）は、中小企業信用保険法に基づき、災害や大規

模な経済危機等の理由により経営の安定に支障をきたしている中小企業の皆さまが、町の認

定を受けることで、一般保証とは別枠で最大 2 億 8,000 万円の保証限度額を利用できる保

証制度です。 

 （区分） 

① 4 号：突発的災害に起因して、売上高が前年同月比▲20％以上減少等の場合に対象。 

② 5 号：業績悪化している業者において、売上高が前年同月比▲5％以上減少等の場合に対象。 

③ 危機関連保証：大規模経済危機において、売上高が前年同月比▲15％以上減少等の場合に対

象。 

  



47 

【実施中】 中小企業等経営安定支援事業 利子及び保証料補給金 

◆事業の概要・目的 

制度融資等を利用し当面の運転資金の借り入れをする事業者に対し、借り入れに係る利子、

保証料を補給することにより町内事業者の事業継続に向けた取り組みを支援する。 

◆対象者 

■新型コロナウイルス感染症の発生に起因して、経営の安定に支障を生じた町内事業者であ

り、支援として行われている次の融資を受けた者。（国等の他の制度で利子・保証料が補給、

免除される者は除く） 

■対象となる融資制度 

・政府系金融機関（日本政策金融公庫、商工中金等）の融資 

・北海道中小企業総合振興資金の融資 

・八雲町中小企業育成資金の融資（新型コロナウイルス感染症特例認定・北海道中小企業

総合振興資金の認定要件に準拠） 

◆補給額 

  ・利 子：36 回目の返済分まで（３年） ※延滞に係るものは補給対象外 

・保証料（北海道信用保証協会の保証料）：全額 

◆期間 

  適用期間：令和２年１月２９日～令和３年３月３１日 

◆実績（令和 2年 9月１５日時点） 

  2７件を認定 （うち、Ｒ1 年度分：2 件、Ｒ2 年度分：25 件） 

 対象融資額計 597,000 千円 利子補給額：10,933 千円 保証料補給額：9,013 千円 

◆分析（令和 2年 9月 15 日時点） 

当初想定していた、小口の融資（200 万円未満程度のもの）については、3 件ほどの申請にとど

まる一方、融資規模として、平均 750 万円規模のもの及び平均 4,000 千万円規模のものが大部

分を占めるとともに、業種も建設業などに広がり、特に 6 月以降、この傾向が顕著となり申請件

数の増加が加速しているところである。 

 

【実施中】 勤労者融資円滑化支援事業 利子及び保証料補給金 

◆事業の概要・目的 

コロナ対策に係る、町内の勤労者が生活資金の確保のために、町が勤労者支援のために資金

を預託している北海道労働金庫が実施する「新型コロナウイルス関連特別融資」を受けた際

の利子・保証料の補給を行い勤労者の経済負担の緩和により、生計維持を支援する。 

◆対象者 

・北海道労働金庫の「新型コロナウイルス関連特別融資」を受けた者 

・町内の事業所に勤務し、町内に住所を有する勤労者である者。 

・町税の滞納がない者 
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◆補給額 

・利子および保証料：12 回目の返済分まで（1 年）  ※延滞に係るものは補給対象外 

◆期間 

 適用期間：令和２年４月１日～令和３年３月３１日 

◆実績（令和 2年 7月 29 日時点） 

対象融資である「新型コロナウイルス関連特別融資」の融資実績が無いため(6/30 労金確

認)、認定は 0件。 

  

【実施済み】 感染症拡大防止対策協力金 

◆事業の概要・目的 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により国・北海道が宣言した緊急事態宣言（特別警戒

地域）を踏まえ、当該の宣言の中で防止対策要請対象となっている業種を中心とした道が支

給する支援金以外を、町独自の事業として町内の飲食業に対して、道が支給する支援金に準

じ、感染症拡大防止対策協力金を追加支給する。 

◆期間 

受付期間：５月１１日から５月２９日まで 

◆対象者 

（1）19時以降の酒類提供自粛を行う、居酒屋、食堂等 （法人 20 万円、個人 10 万円） 

（2）酒類の提供がない喫茶店、食堂等         （法人 30万円、個人 20万円） 

◆実績 

 74 件 11,200 千円 

 

【実施済み】 感染症拡大防止対策応援金 

◆事業の概要・目的 

国の緊急事態宣言の延長（５月３１日まで延期）を受け、先般実施した「八雲町感染症防止

対策協力金」の対象以外の業種業態において、特に厳しさを増すと考えられる事業者に対

し、感染症拡大防止に努めつつ、事業継続の意思を支えることを目的とし、感染症拡大防止

対策応援金を交付。 

◆期間 

受付期間：５月１８日から５月２９日まで 

◆対象者  （各一律 10 万円） 

（1）スナック、バー      （2）ホテル、旅館 

（3）老人福祉・介護関係施設等 （4）酒類販売店・花卉販売店 

（5）タクシー、ハイヤー    （6）理髪店、美容院、エステ、整骨院等 

◆実績 

 160 件 16,000 千円 

 



49 

【実施済み】 事業再始動応援金 

◆事業の概要・目的 

北海道が５月１５日以降も国の緊急事態宣言の対象となることを受け、コロナ第１波を乗り

切り事業持続に対する慰労と次なる感染の波に対応すべく事業所単位で行う事業再始動の応

援として給付する 

◆期間 

 受付期間：６月１５日から６月３０日まで 

◆対象者 

（１）宿泊業（50 万円）     （２）酒類提供する飲食業（30万円） 

 （３）その他の事業（10 万円） 

◆実績 

 708 件 99,200 千円 

 

【実施済み】 農林業活動応援金 

◆事業の概要・目的 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響が町の基幹産業である農林業にも広がることが懸念さ

れるため、感染拡大防止に努めつつ困難を乗り越え安心して農林業を営んでもらうため、農

林業活動応援金を給付。 

◆期間 

 受付期間：６月２５日から７月２２日まで 

◆対象者 

農林業従事者 （10 万円） 

◆実績 

 農業：196件 19,600 千円 

 林業：  7 件   700 千円 

 

【実施済み】 漁業活動応援金 

◆事業の概要・目的 

新型コロナウイルス感染症の拡大によりホタテ貝、かれい類、エビ等の価格が低迷し、漁業

経営に大きな影響を与えている。そのため、今後の漁業の下支えとするため漁業者に対し漁

業活動応援金を給付する。 

◆期間 

 受付期間：６月１５日から６月３０日まで 

◆対象者 

 八雲町・落部漁業協同組合の個人組合員 （10 万円） 
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◆実績 

 八雲町漁業協同組合 219 件 21,900 千円 

 落部漁業協同組合  221 件 22,100 千円 

 

【実施済み】 桧山漁業者経営維持安定化対策事業 

◆事業の概要・目的 

新型コロナウイルス感染症の影響により、組合員の経営が厳しくなることから特別負担金

を軽減する対策が不可欠なことや漁業維持安定を図ることが必要であり、漁業者経営の安

定に資するため補助する。 

◆期間 

 受付期間：６月２５日から７月３１日まで 

◆対象者 

 ひやま漁業協同組合の個人組合員 （６５千円） 

◆実績 

 ひやま漁業協同組合 ３７件 2,４0５千円 

 

【実施済み】 漁業活動応援金 

◆事業の概要・目的 

新型コロナウイルス感染症の拡大によりナマコ、タコ、かれい類等の価格が低迷し、漁業

経営に大きな影響を与えている。そのため、今後の漁業の下支えとするため漁業者に対し

漁業活動応援金を給付する。 

◆期間 

 受付期間：７月６日から７月３１日まで 

◆対象者 

 ひやま漁業協同組合の個人組合員 （５万円） 

◆実績 

 ひやま漁業協同組合 ３７件 １,８５0 千円 

 

【実施中】 新型コロナ緊急経済対策プレミアム商品券発行事業 

 

◆事業の概要・目的 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響による需要減少を回復させるため、プレミアム率を

30％に改定したプレミアム商品券を発行する。 

◆事業主体：八雲商工会 

◆事業内容 

 １セット額面 1,000 円の商品券 13 枚入り（13,000 円）を 10,000 円で販売。 
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 共通商品券（6,000 円）、限定商品券（7,000 円）を１セットとする。 

 総発行額：２億６千万円（販売額２億円、プレミアム額 6,000 万円）。 

 プレミアム率：３０％ 

 使用対象範囲：町内の商工会加盟店において使用可能とする。 

 使用期限：令和 2 年 8月 1 日～令和 3年 1 月 31 日 

◆商品券発行日時：令和 2 年 7月 29 日～8月 5 日（予約期間：7 月 14日～16日） 

◆商品券発行予約件数：2,229 件 19,985 セット（259,805 枚）（令和 2 年 7月 27 日

時点集計） 

 

【実施中】 新型コロナ緊急経済対策事業（町内産品需要喚起対策支援事業） 

 

◆事業の概要・目的 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、外食や購買機会が減少し、町内の消費活動が

低迷するなど、人・物の停滞による宿泊業や飲食業を中心とした経済活動の急激な縮小な

ど、町内商工業者において経済的なダメージが発生している。 

一方、八雲町の主要作物である農水産物、特に、軟白ネギ、牛乳、花卉が消費低迷や価格

下落の状況にあるため、町内における需用喚起を商工事業者と連携のうえ実施し、町内産農

畜産物の地産地消、普及促進、消費拡大並びに地域経済の活性化を図る。 

また、町内飲食業者における町職員向けの弁当販売を斡旋し、飲食店経営の安定と産品需

要喚起を図る。 

 

◆事業内容 

 （１）軟白ネギ・牛乳販売【実施済み】 

   ■実施主体：八雲町産業連携促進協議会 

   ■実 施 日： ・八雲地域：令和 2 年 4月 11 日～12日 

         ・熊石地域：令和 2年 4月 10 日 

   ■実    績：①ネギ・牛乳セット：998セット ②ネギ：268kg ③牛乳：524本 

          合計 ネギ：1,266kg 牛乳：2,520 本 売上：645,500 円 

 （２）町内産牛乳の販売【3 回目まで実施済み】 

   ■実施主体：八雲町産業連携促進協議会 

   ■実施日・実績： 

    1 回目：令和 2 年 5 月 27 日～29 日 （実績：3,804 本 売上：475,500 円） 

    2 回目：令和 2 年 6 月 17 日～19 日 （実績：4,200 本 売上：517,350 円） 

    3 回目：令和 2 年 7 月 1 日～3 日   （実績：4,632 本 売上：559,950 円） 

 （３）町内産花卉の販売【実施済み】 

   ■実施主体：八雲町産業連携促進協議会 

   ■実 施 日：令和 2 年 7月 7 日～8月 20 日 
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 （４）弁当の販売斡旋【実施済み】 

   ■実施内容：料飲店組合による町職員向けの弁当販売（日替わり弁当５００円） 

   ■実施期間：令和 2 年 5月 11 日～6月 19 日 

   ■実    績：3 店舗 1,576 個 売上：788,000 円 
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熊石国民健康保険病院建替事業基本構想・基本計画について 

 

  熊石国保病院は、建設から４９年が経過し施設の老朽化が著しく、診療及び療養環境へ

の影響も懸念される状況にあることから、施設建替えによる抜本的な更新を行う時期を迎え

ていると考え、当院を取り巻く環境に即した新病院のあり方や方向性を検討するとともに、

建築物の整備内容と建替方針を整理するため、基本構想・基本計画を策定することとしまし

た。 

 

 熊石国保病院の現状と課題                              

 １．現状と課題 

  １）国の医療政策への対応 

  ２）少子高齢化社会への対応 

  ３）医療ニーズに対応した施設 

  ４）地域における連携体制の整備 

  ５）救急医療への対応 

  ６）医療従事者の確保 

  ７）健全経営のための体制整備 

 ２．施設の老朽化による建替えの必要性 

  ◇病棟、管理棟、診療棟などの建物は昭和４５年、４６年に建築 

◇過去には必要に応じた施設の増改築や改修に対応したが、施設構造の根本的な部分で

は経年による劣化が著しく、早急な対策が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 新病院が担う役割                                  

  現病院の基本理念である「地域に密着し、信頼され、心ある医療の提供」を新病院にお

いても継承し実現するため、今後の病院運営の基本となる将来担う役割について次のとお

り定めます。 

 

 

  

 

 

 

１）地域密着型病院として、かかりつけ医・救急対応の役割を担い、地域住民の医療需

要に応えます。 

２）地域包括ケアシステムの中心的役割を担い、医療と介護の連携に貢献します。 

３）八雲総合病院や他医療機関との連携を図り、地域医療の向上に寄与します。 

狭い廊下の待合 きゅうくつな病室 外壁の崩落個所 狭く収納スペースのない病棟廊下 

資料６ 
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 新病院の配置計画と施設規模                                  

 １．新病院の建設場所 

新病院の建設場所は、現病院の課題を解決することはもちろんのこと、当院が担う役割

を発揮できる場所、安定した病院経営を可能とする場所とし、現病院東側の職員駐車場に

建設する案を候補地として選定し、入院・外来ともに診療を継続しながら整備を行います。

建物の構造は耐震構造を採用し、災害時でも診療が継続できるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．新病院の施設規模 

区  分 現 病 院  区  分 新  病  院 

病床数 ９９床  病床数 ４５床 

建物延床面積 3,026.35 ㎡  建物延床面積 3,900 ㎡程度 

階層 ２階  階層 ３階程度 

 

３．建物のイメージ 

  １階は外来・救急、診療、管理部門、２階は病棟部門、３階にリハビリ、管理部門を配置

します。 

 

３階 リハビリ室、医局、会議室、当直室、職員休憩室など  

２階 一般病棟（急性期医療、回復期医療）  

１階 
外来、薬局、検査室、放射線室、手術室、救急処置室、受付、事務室、厨房、

エネルギー室 
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 新病院の概算事業費と事業スケジュールについて                                  

 １．概算事業費 

   概算事業費は今後の建設物価変動により変動（増減）する可能性があり、引き続き事

業費の精査に努めていきます。整備費用の財源については、病院事業債、過疎債とする

ほか、国保診療施設に係る国庫補助金を活用するなど、町の財政、病院経営への負担を

抑えます。 

項       目 税 込 額 

設計・監理料、用地取得、インフラ整備 １億６千８百万円 

建設工事費  １８億４千５百万円 

外構工事費   １億１千８百万円 

解体工事費     ７千７百万円 

医療機器等整備費     ８千０百万円 

建設関連費     ６千０百万円 

合   計  ２３億４千８百万円 

 

 ２．事業スケジュール（予定） 

 ①基本設計       令和 ２年 ９月 ～ 令和 ３年 ３月 

 ②実施設計       令和 ３年 ４月 ～ 令和 ３年 ８月 

 ③建設工事       令和 ３年１０月 ～ 令和 ６年 ７月 

※ 病棟稼働 令和 ５年 ６月 

※ 外来稼働 令和 ６年 ９月 

 ④既存病棟解体工事   令和 ５年 ５月 ～ 令和 ５年 ６月 

 ⑤既存外来棟解体工事  令和 ６年 ８月 ～ 令和 ６年１１月 

 ⑥外構工事（駐車場）  令和 ７年 ３月 ～ 令和 ７年 ６月 

 



総務省補助事業「高度無線環境整備推進事業」を活用し、町内の未光エリア全域に光ファイバを整備するものです。

高度無線環境整備推進事業

新型コロナウイルス感染症への対応を進めるため「新たな日
常」に必要な情報通信基盤の整備を行う

☞ 国の令和2年度第二次補正予算にて約500億円が追加措置
☞ 要件が拡充され「民設民営方式」での整備も認可

国としては、本事業の活用により令和3年度末までに全国の
市町村で光ファイバ整備を完了させ、以降、ファイバ整備の
支援は終了する予定。

整備概要

事業主体 ：NTT東日本（民設民営方式）
整備対象エリア：光ファイバ未整備の地域全域

費用負担の考え方

国（1/3）

145,837

町（2/3）※1

291,674

町 ※3

75,860

事業者

95,765

補助対象 437,511 補助対象外 171,625

総事業費 609,136

116,668

2/5 ※2

地方創生臨時交付金
（国庫補助分）

過疎債等
地方創生臨時交付金
（地方単独事業分）

※1 国の補助事業における「民設民営方式」では、国庫補助金1/3の
補助裏である2/3については事業者が負担すべき経費として整理
されていますが、通信事業者（NTT）からは、「整備エリアに
おける採算性の課題から町として事業費を負担していただくこ
とが整備の条件」とされています。

※2 町として事業費を負担する場合、国庫補助金の8割相当額を上限
として「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
（国庫補助分）が交付されることとなります。

※3 光ファイバ整備後の維持管理経費については補助の対象外とな
りますが、この費用についてもあらかじめ一括負担金として通
信事業者に支払います。この負担分については「新型コロナウ
イルス感染症対応地方創生臨時交付金（地方単独事業分）を充
当する予定です。

加入促進目標
196世帯

光ファイバ未整備エリア
（八雲町調べ）

単位：千円

NTT東日本から示されている事業費は以下のとおりです。

町内全域の光ファイバ整備について

黒岩

山崎

上八雲

鉛川

熊石大谷

栄浜

桜野

わらび野

富咲

旭丘
東野

野田生・山越・浜松
（ミルクロード）

175,006

3/5

資
料
７
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